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題：「梅の子島砦跡」　
（松山市指定記念物）史跡

［表紙画について］

　梅の子島砦跡は、睦月島の北東、芋子
瀬戸に浮かぶ標高32m、周囲200m余の
小島にあり、干潮時には歩いて渡れる。
梅の子島砦は、中島の海の玄関ともいう
べき要所にあり、本山城・泰山城への見
通しもきくことから、難攻不落の要塞で
あった。
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新年のご挨拶

会長　尾藤　淳一

　新年明けましておめ
でとうございます。
　今年は、2025年で
す。21世紀になってか
ら４分の１世紀が進ん
だことになります。
　今から100年前は、
まだ大正時代です。日
本社会は、徐々に力を
つけてきて世界の一流
国に肩を並べようとし

ていたころです。しかしその20年後、第２次世界大
戦の敗戦によって軍国主義体制が崩壊し、国の方向
性転換を余儀なくされました。新しい国づくりは限
りなくゼロからのスタートでしたが、様々なものが
法制度化されて、日本は画期的な経済の高度成長を
成し遂げました。50年前のドラマでＧメン75とい
うのを覚えていますが、経済が成長していく中で、
様々な歪みと戦う人間模様を描いた刑事ドラマだっ
たように思います。
　更に時は進みバブルが起こり、人々はマネーゲー
ムに浮かれ、日本人の倫理観が変容していったよう
に感じます。私たちに関係あるところで言うと、姉
歯の耐震偽造問題もこの頃です。これが25年前頃の
話です。そんな日本人に天罰が下るように、阪神淡
路大震災・東日本大震災などの大震災が起こり、気
候変動による風水害も毎年のように発生するように
なりました。昨年は能登地方は震災と水害のダブル
災害が発生したのは、記憶に新しい事です。
　とにかく試練の25年間だったように思いますが、
それでも苦難に立ち向かおうとする活動が発生して
いることは、誇らしいことです。災害ボランティア
活動が注目され、各自治体で災害を想定した協定が
結ばれています。私たち建築士も、職能をいかして
貢献していきたいと思います。
　さて、今年はどのような年になるでしょうか？日
本の政治体制が不安定な中で、１月には新しいアメ
リカの大統領トランプ氏が再就任します。アメリカ
の動向次第で日本経済は大きく揺らいでしまいます
ので、外交や金利政策など慎重に進めてほしいと思
います。ただ日本では参議院選挙がありますので、予
期しない動きが出てくる可能性もあるので注意が必
要であると思います。
　今年こそ人類がしなくてはならないことは、近年
の世界各地で紛争や対立が先鋭化していますが、そ

❶

の矛を収め、恒久的な平和を希求するような動きで
す。戦争で様々な技術が生まれるといったことはあ
りますが、多くの犠牲が伴いますし、結果的に人類
にとってマイナスでしかありません。それよりは平
和な時代には、様々な文化が花開き、後世の人々に
も有益な財産を残すことが出来るので、平和な社会
を創り上げるべきだと思います。
　話は変わります。私はこれまで建築士会の文化財・
まちづくり委員会にかかわったことがなかったので
すが、本年度ヘリテージマネージャー養成講座を受
講しております。60時間の講座を受講するのは大
変ですが、講座内容に学術的要素や歴史的背景など
様々なメニューがあり、非常に有意義に感じており
ます。受講して感じることは、日本は先の大戦で大
敗しましたが、敵国であるアメリカが壊すには忍び
ない文化があると認めて、攻撃の対象から外したと
言われる町や建造物があったとことです。
　そんな大切な文化があるのに、その価値観が忘れ
去られようとしています。建築の専門家として知ら
ないではいけないと思うようになりました。文化的
建造物を残していくのには様々なハードルがありま
すが、それを知っておくということは大切なことだ
と思います。わずかな受講料で有意義な内容がある
ので、受講しない手はないと思います。来年度は開
催されないとのことですが、未受講の方は次回開催
されたときに、ぜひ受講を検討してみて下さい。
　去年の建通新聞で、2025年度には建築士などの
国家資格者証がスマートフォンで表示できるように
なると書いてありました。運転免許証もそうなるら
しいので、当然と言えば当然です。まずはマイナン
バーに国家資格を紐づけ、それに基づいてスマホに
表示することが出来るようになるということです。
当面は紙の資格者証やカード型資格者証も有効でしょ
うが、いずれは切り替わっていくでしょう。これに
より、国家は資格者の人数が把握できるようになり、
いつかは定期講習など義務化されるかもしれません
が、守られるべきは消費者なので、受け入れていか
なくてはならないと思います。
　最後になりますが、どうにも新年ご挨拶に似つか
わしくないことを書いてしまったことは、お詫び申
し上げます。本年も会員の皆様にとって有意義な活
動をしていきたいと考えていますので、ご協力をお
願い申し上げて筆をおきたいと思います。最後まで
ご拝読頂きましてありがとうございます。
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まだ元気です
四国中央支部　寺尾　保仁

　今年は　巳　年　そんな年齢になりました。世間では寿
命は親に似ると言われます。私の父は75歳で亡くなりま
したので私もその位かなと思い、後３年位と思っており
ました。その歳までには「何をどうしたい、後何年でこ
れをやっておきたいと」以前は思っておりましたが、だ
んだんその歳に近づいてくると、何もできていないと気
づきます。と言うか、母親は92歳でしたのでまだ20年
あります。母の年までを目標にもう一度頑張りたいと思
います。このような私ですが、温かくお見守り下さい。

もっともっと素敵に楽しくワクワク
新居浜支部　合田　晋一郎

　今年還暦を迎える年男です！還暦は人生を振り返り、新
たなスタートを切る特別な年といわれています。また、年
男は年神様のご加護を受け、縁起も良いとされています。
私はまち歩きが趣味ですが、神社を見かけたら普段以上
に参拝し、神様のご加護をたくさんいただきたいと思っ
ています。昨年末に新居浜市は「新しいにいはま」とい
うビジョンを掲げる新市長を迎えました。私も素敵で楽
しくワクワクする未来図の実現に向けて、新たなスター
トを切りたいと思っています。積極的に努力し、新居浜
の未来を創るために頑張っていきます。

今、この時を大切に　
新居浜支部　白石　公成

　建築の仕事について約50年が経ち、建築士としての活
動、地域での活動、その他のボランティア活動等を継続
することで、様々な立場の人との出会いや、かけがえの
ない経験をさせてもらいました。自分自身の気持ちの持
ちようで生き様を変えることができ、面倒くさいと思う
ことをすることによって、自分自身の成長につながりま
した。振り返ると、高価なものよりも想い出が大切な心
の財産で、現在は健康に勝る財産は有りません。
　これからも家族を大切にし、仕事にも遊びにも、好奇
心をもって、楽しく人生を過ごしたいと思っています。

〇〇してから、三度目の‥‥
新居浜支部　政石　信行

　前回、この年男の記事を書いてから、12年が経ったよ
うです。あっという間でしたが、振り返ってみると、職
場、資格等含め、大きく変化した12年でした。
　大学を卒業してから、三度目の年男です。これから次
の12年。人生が、思った通りにかなえられてく…か？解
りませんが、何年経っても、変わらぬ笑顔で、過ごして
ゆけたら良いなと感じています。

感謝と健康第一
今治支部　藤村　祐介

　新年あけましておめでとうございます。
　今年で４度目の年男を迎えることになります。高校時
代に建築の仕事を志し、大学へと進み、建築業界に入っ
てから、早くも24年が経ちました。私の人生の半分を建
築と関わっていたことになります。職人さんとの建築用
語なども理解していなかった新卒のころから今日まで沢
山の人に支えられ、中堅の現在でも業界に携わることが
できることに感謝しております。
　年男ですし、これからは感謝の気持ちにプラスして、自
分の健康第一も大切にしつつ、建築の仕事に真摯に向き
合っていきたいと思います。

「縁」
今治支部　渡辺　英雄

　新年あけましておめでとうございます。
　私は、日々現場監督として様々な業種、様々な年代の
方々と共に仕事をし、子供たちも無事に成人を迎えられ
るようにと、公私ともに充実した日々を送ることができ
ました。これからも人との縁を大切にしながら、謙虚に仕
事と向き合い家庭との両立を頑張っていきたいと思って
おりますので、今年も引き続きよろしくお願いします。

旅行
松山支部　須賀　禎昌

　2025年は「乙」と「巳」を組み合わせた「乙巳」に
当たり、これからの成長をさらに安定したものへと育て
ていく年だと聞いています。
　私はすでに６回目の年男で今は終活かな？
　家内と全国色々な所を旅行に行きたいと考え、昨年は
北海道の「有珠山」・東北地方は出羽三山の一つ「月山」
に登り健康管理しています、これからも松山から遠い地
方に出向いて体が動く間に全県を回りたいですねえ～。
　縁起担いで皆さんの願い事が「巳（実）」を結ぶ年にな
ると願っています。

年男の抱負
松山支部　辻川　晃太郎

　24歳から気づけば12年も経っていて、あっというま
の12年だったなと思います。24歳のときに、地元工務
店で働き始め、退職し、後継者として今の会社に入社し、
現在では会社の代表を務めております。家庭では、24歳
から交際していた女性と28歳で入籍し、今では３児の父
です。次の年男までに、設計事務所設立、不動産会社設
立、行列のできるラーメン店をオープンさせ、辻川ホー
ルディングスを立ち上げます！！

これまでの12年、これからの12年。
松山支部　永井　由起

　建築士会に入会して１年と少し経った頃、初めての「い
しづち」の原稿依頼が12年前のこの年男、年女だったと
思います。丁度その頃に松山支部の東・南地区で始まっ
た「建築士による防災講座」が、昨年の全国大会の発表
で優秀賞を頂きました。最初は地区の有志の活動だった
ものが、今では松山支部を超えて県内の他の支部、周囲
の県にも広がっています。
　今年度から女性委員会委員長をお引き受けしてしまい
ました。入会した頃はほとんど知り合いもなかったので
すが、今、たくさんの方のご協力でいろいろな経験、多

くの学びを頂いています。
　この先の12年は、これまでお世話になった方々に恩返
しができるよう、これからの世の中に良いものを残せる
よう、初心を忘れずに努力を続けたいと思います。

巳（実）りある１年に
松山支部　　西岡　亜有美

　皆様、明けましておめでとうございます。３回目の年
女。実際の蛇さんはどうしても苦手意識が拭えない存在
ですが、巳年は実と掛けて「実を結ぶ年」とも言われる
そうです。自身の節目の年としても、実りある充実した
１年となるよう、精進してまいりたいと思います。

人に支えられて感謝です
伊予支部　城戸　誠司

　還暦60歳、建築業界で40年多くの皆さんに支えられ
て今に至ります、出会った方すべてに心から感謝です。
２年前に長年勤めた会社から転職しても、早々と雰囲気
に馴染み仕事に邁進出来るのも、指導を受けてきた諸先
輩方のおかげとしみじみ感じます。現在の職場は我が娘
より年下の部下ばかりですが、仕事に励み日々成長する姿
は誇らしく頼もしいと感じながら仕事を行っています。
人の成長も支えながら、今年も前向きに突き進もう。

これから12年の目標
大洲支部　毛利　政友

　新年あけましておめでとうございます。これまでの12年
間を振り返ると、家庭を持ち家族が増え、新居の設計か
ら工事完成まで携わるなど、歩みは遅いものの大きな変
化がありました。そのような中で孫達を抱え笑顔で過ご
す私の親達を見ると、将来の自分もこうありたいと思い
ました。
　とはいえ私も48歳が目の前です。小さい子ども達の
ためにもまずは健康を第一に、そして定年延長を追いか
けながら建築の世界に関わっていければと思います。今
後ともよろしくお願いいたします。

これからも
八幡浜支部　井上　英之

　最近正確な年齢をすぐに答えられなくなったところに
この依頼が来まして、改めて年男になることを気付かさ
れました。気持ちは20代の頃からあまり変わった実感
はないのですが、仕事や私生活はやはり大分変化したな
と思います。これからも周りの方々に感謝し、欲を言え
ばもう少し気持ちに余裕を持って過ごせられたらなと思
う今日この頃です。

令和７年「年男の抱負」
西予支部　千崎　清延

　新年あけましておめでとうございます。
　よいお年を迎えられた事とお慶び申し上げます。
　令和７年は、６回目の「年男」になります。（古希を過
ぎ、高齢者の仲間入り？）８年程前から、休日を利用して
自転車で四国八十八ヶ所霊場巡礼をしていたのですが、
昨年八十八番の大窪寺にようやく参拝する事が出来て納
経帳に御朱印して頂き念願の結願です。
　本年の目標は、和歌山高野山を訪れ御大師様へ無事八
十八ヶ所参りが出来た事を報告して、建築の業務に励み
たいと思います。

釣りを楽しむ
西予支部　松本　正行

　16歳で入社、大工一筋31年となりました。全体の仕
事の流れが分かるまでに10年、現場を任されること、や
りがいと楽しさを感じるとともに責任の重さを実感して
います。今まで大工を継続してきた事が自分の財産となっ
ているように思います。
　休日には海に向かい趣味の釣りを楽しみます。見えな
い海の中の魚たちと想像力で格闘しながらリフレッシュ
をしています。
　本年も充実した一年を迎えたいと思います。

アラサー
宇和島支部　入川　祐司

　新年あけましておめでとうございます。長女が生まれ
た年に建築士の仲間入りをし、すぐ当時支部の青年部長
だった吉行さんに建築士会・青年部活動『飲み会だから！』
と手招きをされもう30年（当然長女も30歳…余計な事
を書くなって怒られそうですが…）おかげさまで色々な
『活動』に参加させていただきました。またそうこうして
いる間に２人目３人目と生まれ、３人目が今年大学卒業
で親の務めは一段落。と思ったらもう還暦、さぁどうし
よう一休み？と思い周りを見渡すと諸先輩方のお元気な
こと。
　まだまだ士会アラサーは若輩者？負けずにがんばろー。

建築士会での活動
宇和島支部　二宮　正行

　12年前に年男として原稿を書いて、はや12年が経過
しました。この間にも、建築士会の様々な事業や大会に
参加し、たくさんの仲間とともに活動することができま
した。中でも、子供たちに建築の楽しさを知ってもらうた
めの事業が印象的です。小学生に木工作を教えたり、中高
生と一緒に橋を作ったり、現場を見学に行ったり。その子
供たちが成長したときに、将来、一緒に仕事ができたら良
いな、と考えています。
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まだ元気です
四国中央支部　寺尾　保仁

　今年は　巳　年　そんな年齢になりました。世間では寿
命は親に似ると言われます。私の父は75歳で亡くなりま
したので私もその位かなと思い、後３年位と思っており
ました。その歳までには「何をどうしたい、後何年でこ
れをやっておきたいと」以前は思っておりましたが、だ
んだんその歳に近づいてくると、何もできていないと気
づきます。と言うか、母親は92歳でしたのでまだ20年
あります。母の年までを目標にもう一度頑張りたいと思
います。このような私ですが、温かくお見守り下さい。

もっともっと素敵に楽しくワクワク
新居浜支部　合田　晋一郎

　今年還暦を迎える年男です！還暦は人生を振り返り、新
たなスタートを切る特別な年といわれています。また、年
男は年神様のご加護を受け、縁起も良いとされています。
私はまち歩きが趣味ですが、神社を見かけたら普段以上
に参拝し、神様のご加護をたくさんいただきたいと思っ
ています。昨年末に新居浜市は「新しいにいはま」とい
うビジョンを掲げる新市長を迎えました。私も素敵で楽
しくワクワクする未来図の実現に向けて、新たなスター
トを切りたいと思っています。積極的に努力し、新居浜
の未来を創るために頑張っていきます。

今、この時を大切に　
新居浜支部　白石　公成

　建築の仕事について約50年が経ち、建築士としての活
動、地域での活動、その他のボランティア活動等を継続
することで、様々な立場の人との出会いや、かけがえの
ない経験をさせてもらいました。自分自身の気持ちの持
ちようで生き様を変えることができ、面倒くさいと思う
ことをすることによって、自分自身の成長につながりま
した。振り返ると、高価なものよりも想い出が大切な心
の財産で、現在は健康に勝る財産は有りません。
　これからも家族を大切にし、仕事にも遊びにも、好奇
心をもって、楽しく人生を過ごしたいと思っています。

〇〇してから、三度目の‥‥
新居浜支部　政石　信行

　前回、この年男の記事を書いてから、12年が経ったよ
うです。あっという間でしたが、振り返ってみると、職
場、資格等含め、大きく変化した12年でした。
　大学を卒業してから、三度目の年男です。これから次
の12年。人生が、思った通りにかなえられてく…か？解
りませんが、何年経っても、変わらぬ笑顔で、過ごして
ゆけたら良いなと感じています。

感謝と健康第一
今治支部　藤村　祐介

　新年あけましておめでとうございます。
　今年で４度目の年男を迎えることになります。高校時
代に建築の仕事を志し、大学へと進み、建築業界に入っ
てから、早くも24年が経ちました。私の人生の半分を建
築と関わっていたことになります。職人さんとの建築用
語なども理解していなかった新卒のころから今日まで沢
山の人に支えられ、中堅の現在でも業界に携わることが
できることに感謝しております。
　年男ですし、これからは感謝の気持ちにプラスして、自
分の健康第一も大切にしつつ、建築の仕事に真摯に向き
合っていきたいと思います。

「縁」
今治支部　渡辺　英雄

　新年あけましておめでとうございます。
　私は、日々現場監督として様々な業種、様々な年代の
方々と共に仕事をし、子供たちも無事に成人を迎えられ
るようにと、公私ともに充実した日々を送ることができ
ました。これからも人との縁を大切にしながら、謙虚に仕
事と向き合い家庭との両立を頑張っていきたいと思って
おりますので、今年も引き続きよろしくお願いします。

旅行
松山支部　須賀　禎昌

　2025年は「乙」と「巳」を組み合わせた「乙巳」に
当たり、これからの成長をさらに安定したものへと育て
ていく年だと聞いています。
　私はすでに６回目の年男で今は終活かな？
　家内と全国色々な所を旅行に行きたいと考え、昨年は
北海道の「有珠山」・東北地方は出羽三山の一つ「月山」
に登り健康管理しています、これからも松山から遠い地
方に出向いて体が動く間に全県を回りたいですねえ～。
　縁起担いで皆さんの願い事が「巳（実）」を結ぶ年にな
ると願っています。

年男の抱負
松山支部　辻川　晃太郎

　24歳から気づけば12年も経っていて、あっというま
の12年だったなと思います。24歳のときに、地元工務
店で働き始め、退職し、後継者として今の会社に入社し、
現在では会社の代表を務めております。家庭では、24歳
から交際していた女性と28歳で入籍し、今では３児の父
です。次の年男までに、設計事務所設立、不動産会社設
立、行列のできるラーメン店をオープンさせ、辻川ホー
ルディングスを立ち上げます！！

これまでの12年、これからの12年。
松山支部　永井　由起

　建築士会に入会して１年と少し経った頃、初めての「い
しづち」の原稿依頼が12年前のこの年男、年女だったと
思います。丁度その頃に松山支部の東・南地区で始まっ
た「建築士による防災講座」が、昨年の全国大会の発表
で優秀賞を頂きました。最初は地区の有志の活動だった
ものが、今では松山支部を超えて県内の他の支部、周囲
の県にも広がっています。
　今年度から女性委員会委員長をお引き受けしてしまい
ました。入会した頃はほとんど知り合いもなかったので
すが、今、たくさんの方のご協力でいろいろな経験、多

くの学びを頂いています。
　この先の12年は、これまでお世話になった方々に恩返
しができるよう、これからの世の中に良いものを残せる
よう、初心を忘れずに努力を続けたいと思います。

巳（実）りある１年に
松山支部　　西岡　亜有美

　皆様、明けましておめでとうございます。３回目の年
女。実際の蛇さんはどうしても苦手意識が拭えない存在
ですが、巳年は実と掛けて「実を結ぶ年」とも言われる
そうです。自身の節目の年としても、実りある充実した
１年となるよう、精進してまいりたいと思います。

人に支えられて感謝です
伊予支部　城戸　誠司

　還暦60歳、建築業界で40年多くの皆さんに支えられ
て今に至ります、出会った方すべてに心から感謝です。
２年前に長年勤めた会社から転職しても、早々と雰囲気
に馴染み仕事に邁進出来るのも、指導を受けてきた諸先
輩方のおかげとしみじみ感じます。現在の職場は我が娘
より年下の部下ばかりですが、仕事に励み日々成長する姿
は誇らしく頼もしいと感じながら仕事を行っています。
人の成長も支えながら、今年も前向きに突き進もう。

これから12年の目標
大洲支部　毛利　政友

　新年あけましておめでとうございます。これまでの12年
間を振り返ると、家庭を持ち家族が増え、新居の設計か
ら工事完成まで携わるなど、歩みは遅いものの大きな変
化がありました。そのような中で孫達を抱え笑顔で過ご
す私の親達を見ると、将来の自分もこうありたいと思い
ました。
　とはいえ私も48歳が目の前です。小さい子ども達の
ためにもまずは健康を第一に、そして定年延長を追いか
けながら建築の世界に関わっていければと思います。今
後ともよろしくお願いいたします。

これからも
八幡浜支部　井上　英之

　最近正確な年齢をすぐに答えられなくなったところに
この依頼が来まして、改めて年男になることを気付かさ
れました。気持ちは20代の頃からあまり変わった実感
はないのですが、仕事や私生活はやはり大分変化したな
と思います。これからも周りの方々に感謝し、欲を言え
ばもう少し気持ちに余裕を持って過ごせられたらなと思
う今日この頃です。

令和７年「年男の抱負」
西予支部　千崎　清延

　新年あけましておめでとうございます。
　よいお年を迎えられた事とお慶び申し上げます。
　令和７年は、６回目の「年男」になります。（古希を過
ぎ、高齢者の仲間入り？）８年程前から、休日を利用して
自転車で四国八十八ヶ所霊場巡礼をしていたのですが、
昨年八十八番の大窪寺にようやく参拝する事が出来て納
経帳に御朱印して頂き念願の結願です。
　本年の目標は、和歌山高野山を訪れ御大師様へ無事八
十八ヶ所参りが出来た事を報告して、建築の業務に励み
たいと思います。

釣りを楽しむ
西予支部　松本　正行

　16歳で入社、大工一筋31年となりました。全体の仕
事の流れが分かるまでに10年、現場を任されること、や
りがいと楽しさを感じるとともに責任の重さを実感して
います。今まで大工を継続してきた事が自分の財産となっ
ているように思います。
　休日には海に向かい趣味の釣りを楽しみます。見えな
い海の中の魚たちと想像力で格闘しながらリフレッシュ
をしています。
　本年も充実した一年を迎えたいと思います。

アラサー
宇和島支部　入川　祐司

　新年あけましておめでとうございます。長女が生まれ
た年に建築士の仲間入りをし、すぐ当時支部の青年部長
だった吉行さんに建築士会・青年部活動『飲み会だから！』
と手招きをされもう30年（当然長女も30歳…余計な事
を書くなって怒られそうですが…）おかげさまで色々な
『活動』に参加させていただきました。またそうこうして
いる間に２人目３人目と生まれ、３人目が今年大学卒業
で親の務めは一段落。と思ったらもう還暦、さぁどうし
よう一休み？と思い周りを見渡すと諸先輩方のお元気な
こと。
　まだまだ士会アラサーは若輩者？負けずにがんばろー。

建築士会での活動
宇和島支部　二宮　正行

　12年前に年男として原稿を書いて、はや12年が経過
しました。この間にも、建築士会の様々な事業や大会に
参加し、たくさんの仲間とともに活動することができま
した。中でも、子供たちに建築の楽しさを知ってもらうた
めの事業が印象的です。小学生に木工作を教えたり、中高
生と一緒に橋を作ったり、現場を見学に行ったり。その子
供たちが成長したときに、将来、一緒に仕事ができたら良
いな、と考えています。
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まだ元気です
四国中央支部　寺尾　保仁

　今年は　巳　年　そんな年齢になりました。世間では寿
命は親に似ると言われます。私の父は75歳で亡くなりま
したので私もその位かなと思い、後３年位と思っており
ました。その歳までには「何をどうしたい、後何年でこ
れをやっておきたいと」以前は思っておりましたが、だ
んだんその歳に近づいてくると、何もできていないと気
づきます。と言うか、母親は92歳でしたのでまだ20年
あります。母の年までを目標にもう一度頑張りたいと思
います。このような私ですが、温かくお見守り下さい。

もっともっと素敵に楽しくワクワク
新居浜支部　合田　晋一郎

　今年還暦を迎える年男です！還暦は人生を振り返り、新
たなスタートを切る特別な年といわれています。また、年
男は年神様のご加護を受け、縁起も良いとされています。
私はまち歩きが趣味ですが、神社を見かけたら普段以上
に参拝し、神様のご加護をたくさんいただきたいと思っ
ています。昨年末に新居浜市は「新しいにいはま」とい
うビジョンを掲げる新市長を迎えました。私も素敵で楽
しくワクワクする未来図の実現に向けて、新たなスター
トを切りたいと思っています。積極的に努力し、新居浜
の未来を創るために頑張っていきます。

今、この時を大切に　
新居浜支部　白石　公成

　建築の仕事について約50年が経ち、建築士としての活
動、地域での活動、その他のボランティア活動等を継続
することで、様々な立場の人との出会いや、かけがえの
ない経験をさせてもらいました。自分自身の気持ちの持
ちようで生き様を変えることができ、面倒くさいと思う
ことをすることによって、自分自身の成長につながりま
した。振り返ると、高価なものよりも想い出が大切な心
の財産で、現在は健康に勝る財産は有りません。
　これからも家族を大切にし、仕事にも遊びにも、好奇
心をもって、楽しく人生を過ごしたいと思っています。

〇〇してから、三度目の‥‥
新居浜支部　政石　信行

　前回、この年男の記事を書いてから、12年が経ったよ
うです。あっという間でしたが、振り返ってみると、職
場、資格等含め、大きく変化した12年でした。
　大学を卒業してから、三度目の年男です。これから次
の12年。人生が、思った通りにかなえられてく…か？解
りませんが、何年経っても、変わらぬ笑顔で、過ごして
ゆけたら良いなと感じています。

感謝と健康第一
今治支部　藤村　祐介

　新年あけましておめでとうございます。
　今年で４度目の年男を迎えることになります。高校時
代に建築の仕事を志し、大学へと進み、建築業界に入っ
てから、早くも24年が経ちました。私の人生の半分を建
築と関わっていたことになります。職人さんとの建築用
語なども理解していなかった新卒のころから今日まで沢
山の人に支えられ、中堅の現在でも業界に携わることが
できることに感謝しております。
　年男ですし、これからは感謝の気持ちにプラスして、自
分の健康第一も大切にしつつ、建築の仕事に真摯に向き
合っていきたいと思います。

「縁」
今治支部　渡辺　英雄

　新年あけましておめでとうございます。
　私は、日々現場監督として様々な業種、様々な年代の
方々と共に仕事をし、子供たちも無事に成人を迎えられ
るようにと、公私ともに充実した日々を送ることができ
ました。これからも人との縁を大切にしながら、謙虚に仕
事と向き合い家庭との両立を頑張っていきたいと思って
おりますので、今年も引き続きよろしくお願いします。

旅行
松山支部　須賀　禎昌

　2025年は「乙」と「巳」を組み合わせた「乙巳」に
当たり、これからの成長をさらに安定したものへと育て
ていく年だと聞いています。
　私はすでに６回目の年男で今は終活かな？
　家内と全国色々な所を旅行に行きたいと考え、昨年は
北海道の「有珠山」・東北地方は出羽三山の一つ「月山」
に登り健康管理しています、これからも松山から遠い地
方に出向いて体が動く間に全県を回りたいですねえ～。
　縁起担いで皆さんの願い事が「巳（実）」を結ぶ年にな
ると願っています。

年男の抱負
松山支部　辻川　晃太郎

　24歳から気づけば12年も経っていて、あっというま
の12年だったなと思います。24歳のときに、地元工務
店で働き始め、退職し、後継者として今の会社に入社し、
現在では会社の代表を務めております。家庭では、24歳
から交際していた女性と28歳で入籍し、今では３児の父
です。次の年男までに、設計事務所設立、不動産会社設
立、行列のできるラーメン店をオープンさせ、辻川ホー
ルディングスを立ち上げます！！

これまでの12年、これからの12年。
松山支部　永井　由起

　建築士会に入会して１年と少し経った頃、初めての「い
しづち」の原稿依頼が12年前のこの年男、年女だったと
思います。丁度その頃に松山支部の東・南地区で始まっ
た「建築士による防災講座」が、昨年の全国大会の発表
で優秀賞を頂きました。最初は地区の有志の活動だった
ものが、今では松山支部を超えて県内の他の支部、周囲
の県にも広がっています。
　今年度から女性委員会委員長をお引き受けしてしまい
ました。入会した頃はほとんど知り合いもなかったので
すが、今、たくさんの方のご協力でいろいろな経験、多

くの学びを頂いています。
　この先の12年は、これまでお世話になった方々に恩返
しができるよう、これからの世の中に良いものを残せる
よう、初心を忘れずに努力を続けたいと思います。

巳（実）りある１年に
松山支部　　西岡　亜有美

　皆様、明けましておめでとうございます。３回目の年
女。実際の蛇さんはどうしても苦手意識が拭えない存在
ですが、巳年は実と掛けて「実を結ぶ年」とも言われる
そうです。自身の節目の年としても、実りある充実した
１年となるよう、精進してまいりたいと思います。

人に支えられて感謝です
伊予支部　城戸　誠司

　還暦60歳、建築業界で40年多くの皆さんに支えられ
て今に至ります、出会った方すべてに心から感謝です。
２年前に長年勤めた会社から転職しても、早々と雰囲気
に馴染み仕事に邁進出来るのも、指導を受けてきた諸先
輩方のおかげとしみじみ感じます。現在の職場は我が娘
より年下の部下ばかりですが、仕事に励み日々成長する姿
は誇らしく頼もしいと感じながら仕事を行っています。
人の成長も支えながら、今年も前向きに突き進もう。

これから12年の目標
大洲支部　毛利　政友

　新年あけましておめでとうございます。これまでの12年
間を振り返ると、家庭を持ち家族が増え、新居の設計か
ら工事完成まで携わるなど、歩みは遅いものの大きな変
化がありました。そのような中で孫達を抱え笑顔で過ご
す私の親達を見ると、将来の自分もこうありたいと思い
ました。
　とはいえ私も48歳が目の前です。小さい子ども達の
ためにもまずは健康を第一に、そして定年延長を追いか
けながら建築の世界に関わっていければと思います。今
後ともよろしくお願いいたします。

これからも
八幡浜支部　井上　英之

　最近正確な年齢をすぐに答えられなくなったところに
この依頼が来まして、改めて年男になることを気付かさ
れました。気持ちは20代の頃からあまり変わった実感
はないのですが、仕事や私生活はやはり大分変化したな
と思います。これからも周りの方々に感謝し、欲を言え
ばもう少し気持ちに余裕を持って過ごせられたらなと思
う今日この頃です。

令和７年「年男の抱負」
西予支部　千崎　清延

　新年あけましておめでとうございます。
　よいお年を迎えられた事とお慶び申し上げます。
　令和７年は、６回目の「年男」になります。（古希を過
ぎ、高齢者の仲間入り？）８年程前から、休日を利用して
自転車で四国八十八ヶ所霊場巡礼をしていたのですが、
昨年八十八番の大窪寺にようやく参拝する事が出来て納
経帳に御朱印して頂き念願の結願です。
　本年の目標は、和歌山高野山を訪れ御大師様へ無事八
十八ヶ所参りが出来た事を報告して、建築の業務に励み
たいと思います。

釣りを楽しむ
西予支部　松本　正行

　16歳で入社、大工一筋31年となりました。全体の仕
事の流れが分かるまでに10年、現場を任されること、や
りがいと楽しさを感じるとともに責任の重さを実感して
います。今まで大工を継続してきた事が自分の財産となっ
ているように思います。
　休日には海に向かい趣味の釣りを楽しみます。見えな
い海の中の魚たちと想像力で格闘しながらリフレッシュ
をしています。
　本年も充実した一年を迎えたいと思います。

アラサー
宇和島支部　入川　祐司

　新年あけましておめでとうございます。長女が生まれ
た年に建築士の仲間入りをし、すぐ当時支部の青年部長
だった吉行さんに建築士会・青年部活動『飲み会だから！』
と手招きをされもう30年（当然長女も30歳…余計な事
を書くなって怒られそうですが…）おかげさまで色々な
『活動』に参加させていただきました。またそうこうして
いる間に２人目３人目と生まれ、３人目が今年大学卒業
で親の務めは一段落。と思ったらもう還暦、さぁどうし
よう一休み？と思い周りを見渡すと諸先輩方のお元気な
こと。
　まだまだ士会アラサーは若輩者？負けずにがんばろー。

建築士会での活動
宇和島支部　二宮　正行

　12年前に年男として原稿を書いて、はや12年が経過
しました。この間にも、建築士会の様々な事業や大会に
参加し、たくさんの仲間とともに活動することができま
した。中でも、子供たちに建築の楽しさを知ってもらうた
めの事業が印象的です。小学生に木工作を教えたり、中高
生と一緒に橋を作ったり、現場を見学に行ったり。その子
供たちが成長したときに、将来、一緒に仕事ができたら良
いな、と考えています。
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　建築を「考える」。これには二つの方法がある。ま
ず一つ目は、人間が考えるという方法だ。二つ目は、
A I（人工知能）が考えるという方法だ。A Iが考えたも
のを人間がアレンジする場合は、後者に含まれる。

　人間が考える方法は、太古から繰り返し行われて
いる。頭の中で考えたことを、紙の上や画面上に見
える化するという方法だ。いきなり模型をつくると
いう方法もあるが、頭の中のイメージを手を使って
形にするという意味では、二次元化も三次元化もそ
う変わりはない。表現するためのツールよりも、人
間の発想力が大切になってくる。このやり方はそう
大きく変わることはない。

　A I（人工知能）が考える方法は、これから発展し
てゆく。学習させたA Iに文章を打ち込んだり音声を
入力することで、図面やパースや３Ｄプリンターに
よる模型をつくるという方法だ。図面や画像を入力
して、類似的なものをより具体的につくるという方
法もあるが、A Iに入力・出力するという意味では、
インプット情報の種類はそう問題ではない。A Iの学
習内容やアルゴリズムの構成やニューラルネットワー
クのモデルが、建築の質を大きく左右することにな
る。人間の個体差の違いが建築の違いになるように、
A I の違いが建築の違いになってくる。

　A I を使う方法は、その舵取りも大切になってくる。
操作する人間のスキルも影響してくるということだ。例
えばバイクレース。同じマシンでも、操るライダーに
よってサーキットの周回タイムは変わってくる。例
えばグラフィックデザイン。同じイラストレーター
を使っても、デザイナーによって生み出されてくる
デザインは変わってくる。

❺ ❻

　次の時代は、人間とAIとの融合がポイントになるだ
ろう。入力は、文章から音声へ、音声から脳波へと変
わってゆくだろう。文章も音声も実はデジタル情報
で、その行間や音間の情報は抜け落ちている。途切れ
のないアナログ情報である頭の中を、もれなく伝える
一番の方法は、脳波をそのままAIに入力することだ。
AIが脳波から全ての情報を読み取り、文章や音声に
できない情報から、何か新しさに繋がるヒントを掬い
取るのではないかと思っている。もうすでに、脳波だ
けで戦闘機を操縦する技術は確立されている。建築を
考えるバイオメカノイド化は、もうそこまで来ている。

　建築を「つくる」。これには二つの方向性がある。
まず一つ目は、新しい構造や素材が登場する場合だ。
二つ目は、地球の重力とは異なった環境で建築をつ
くる場合だ。

　近代建築以降、新しい構造や素材は幾つか登場し
ているが、歴史様式を近代建築へと変革させたほど
の、インパクトのある構造や素材は登場していない。
例えば、大規模高層建築の柱が100ｍｍ角で15ｍ
のスパンが成立すれば、建築の内部空間は随分と変
わってくるだろう。スラブに梁が不要でスラブ厚が
30ｍｍで成立すれば、建築の外観は随分と変わって
くるだろう。構造の変革は、建築を新しい時代へと
導く強力なファクターの一つだ。

「Nextera（ネクステラ）」という造語がある。
「next」は「次の」、「era」は「時代」。「次の時代」
を意味する言葉だ。

　世の中の全てのことは、良くも悪くも次へと
進んでゆく。少しずつ移り変わるものもあれば、
一気に変わるものもある。いずれにしても、あ
る時に振り返ってみると、時代が大きく変わっ
ていることに気づく。建築もしかり。建築には二
つのフェーズがある。「考える」というフェーズ
と「つくる」というフェーズだ。これら二つに
ついて「Nextera」を妄想してみたい。

　地球の重力とは異なった環境は幾つかある。一つ
は宇宙空間だ。例えば、無重力状態になると上下左
右がなくなり、床や壁や天井という概念がなくなる。
また、荷重がゼロになるので柱や梁の概念もなくな
る。全てが薄い板で構成できて、平である必要もな
い。僕たちが当たり前のように考えてきた構造の概
念が、全く存在しない世界になる。そんな環境下で
の建築は、今までと全く違ったものになる。

　もう一つは深海のように極度に圧力が掛かったり、
木星の表面近くのように極端に重力が高かったりす
る場合だ。頑丈な柱、分厚い壁、小さな窓。建築と
しては成立するが、わざわざこの過酷な環境下でつ
くる必要がないので、可能性はほぼ無いに等しいだ
ろう。

　仮想現実の建築は、Nexteraからは外してある。
僕が妄想したいのは、現実の世界の建築が、次の時
代にどんな風になるのかに興味があるからだ。一番
の可能性は、新構造体の登場によりこれまでの構造
の概念を超えた建築が登場することだ。具体的には
よく分からないが、構造体が今までよりも小さく薄
く軽く、そして丈夫になるだろう。全部木でつくら
れた大八車から、オールアルミ・モノコックボディ
のスポーツカーぐらいの様変わりをするだろう。

　ピラミッドの時代から建築が発展して、鉄とガラス
とコンクリートによる近代建築になるまでに4500
年掛かっている。その10倍のスピードで建築技術
が発展したとしても、次の時代までに450年掛かる。
近代建築に変わってほぼ100年経っているが、まだ
あと350年もある。産業革命に触発された近代建築
のような激変は、まだまだ先のことかもしれない。

　余談だが、僕が最もNexteraに近づいた建築は、
トイレのコンペ案だ。床はコンクリート。壁は鉄と
ガラス。屋根も鉄。コンクリートは床の表面が見え
るだけ。鉄とガラスの厚さは共に16ｍｍで薄い板
状。構造体を感じさせない佇まい。きっとNextera
は、こんな佇まいが積層して大規模化したものにな
るのでは？年寄りの戯言の妄想は、まだまだ続くの
である。

Toilet.YC Bird’s-eye view Toilet.YC Structure
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　参考図Ａですが、建物形状は前回の１点透視図法と同じとしました。違う所
はＰＰに対して60°と30°の角度で配置した点です。この角度が基本ですが、慣
れてくると色々と変えて頂いて構いません。（ＣＧの場合は入力後に360°グル
グルと回せるようになっていますね。）下にＧＬとＨＬを設定します。立面図
は横に貼り付けて高さを移せるように用意して下さい。次にＳＰをＰＰと建物
の角の接点（このラインが高さの基準となります）から任意の距離で取り、建
物の各点から補助線で結びＰＰとの交点からＧＬに下していきます。そして、
ＨＬ上にＶＰ１,２を両側に任意の距離で設定します。ＳＰラインに立面図から
の高さを移してＶＰ１,２と補助線で結び、ＰＰからの補助線との交点を出して
型取れば完成です。今回は影を付けてみました。パースの場合は影を付けるこ
とにより立体感を強調出来ますので重要な要素です。
　この図は東に太陽がある設定です。ＣＧでは太陽高度も自由に設定出来ます
ので便利ですね。ただ、実際の影をそのまま表現してしまうと影だらけになり、
形が分かりづらくなりますので調整が必要です。建物の影がどんなになってい
るかも研究してみて下さい。設計手法としてデザイン上、影を上手く利用する
のも良いですね。最近建っているマンションは彫刻的な複雑なものも見受けら
れます。公共建築等も傾向が変わってきていますね。皆さん色々と工夫されて
いるようです。身近な建物にも関心を持ちましょう。
　参考図Ｂは建物配置を45°ずつとした例です。角がセットバックした場合です
が、描き方順はＡと同じことの繰り返しです。１番目に外側の形を出してから２番
目に内側のセットバック部分を描くようにすると混乱しないかと思います。この繰
り返しで複雑な建物も作成出来ますので、まずは練習してみて下さい。こちらも影
を付けました。中心より少し右よりの太陽位置とし、セットバック上部は出っ張っ
ていますので影を付けて強調しました。これだけでアピール度が増しますね。

▲２点透視参考例外観（自由学園 Ｆ・Ｌ・ライト）（東京） ▲２点透視参考例）内観　桂離宮（京都）

建築パ―ス制作基礎編建築パ―ス制作基礎編２２））
　参考図Ｃは建物の大きさ等の調整方法を示した図です。角度は60°、
30°とし、ＳＰ１とＳＰ２の距離を変えました。ＳＰを遠避けると
建物の巾が広がりますので、この距離の設定で調整出来ます。次に
ＶＰ１,ＶＰ２の距離を横に長く取ると建物の角度が緩やかになりま
す。後は建物の右、左の壁面の割合を調整する方法として30°を20°
とかにしていくと右壁面が多く見え、左面は少なく見えてきます。
このいずれかの方法により一番かっこよいアングル選びをしていき
ます。前回、下図の段階で８割方出来栄えが決まるとお伝えしまし
たが一番重要な所です。昔は製図板とＴ定規で下図を描いていまし
たが、１回出来上がってみるとかっこ悪いので、又２回目を描き直
したりして時間を無駄に使っておりました。それに懲りて、まず最
初に図面を見てどの方向から描けばかっこ良いか建物が生きるかを
簡単にスケッチで描き、それに基づいて角度等調整して下図を描く
ようにしました。最近はＣＡＤで作成したものを下図にして手描き
パースを描くか、比率を利用して下図を作成するようにして時短に
努めております。

　今回のこの２点透視図法が一番使われていると思いますので、まず基本的な描き方をご紹介させて
頂きます。

ＰＰ　ピクチャーライン（画面）です。平面図が接しているので、この位置が実際の建築物の高さとなります。
ＳＰ　スタンディングポイント（人の立ち位置）です。カメラ、スマホで撮影する時の自分の立ち位置、あるい

は建築物を見ている位置となります。
ＶＰ　バーニングポイント（焦点又は消失点）です。人が見ている位置と覚えて下さい。
ＨＬ　ホリゾンタルライン（目の高さ）です。このＶＰとＨＬは1点透視図の場合、同じ位置となります。１か

所しかないので１点透視図と呼ばれています。これらは各技法とも同じです。

２点透視図法

参考図内共通用語解説

参考図Ｂ

参考図Ａ

参考図Ｃ

参考図Ｄ

　次回は３点透視図法についてご紹介します。尚、建築士
会ＨＰよりカラー版が閲覧できますので是非ご覧くださ
い。宜しくお願い致します。

　参考図Ｄは室内パースの作成方法です。描き方は外観と似
たような方法を考えてみました。①ＰＰ線に平行に平面図を
配置し下にＦＬ，ＨＬを設定します。②ＨＬ上にＳＰ（ＶＰ
１も同じ位置)とＶＰ２を設定します。③ＳＰと室内角、ドア、
家具の各点を補助線で結びます。ＰＰとの交点からＦＬに下
します。これらが各壁等の位置となります。④左側壁線が高
さ基準線となる為、ＦＬの交点とＶＰ１とを補助線で結び、
ＰＰラインを天井として交点とＶＰ１を補助線で結びます。
これが壁上下の位置を表します。⑤左側壁奥の縦ラインとの
交点を出しますと、これが左壁奥の角位置となります。⑥⑤
番で出来た壁の上、下の交点とＶＰ.２とを補助線で結びます。
⑦右側壁縦ラインとの交点が右壁奥の角となります。⑧右、
左角の交点を結べば奥の壁面が出来ます。⑨今度はこの壁の
上、下の交点とＶＰ１を補助線で結び、延長すれば右側の壁
面が出来ます。⑩家具の位置は左壁に位置線を移し、ＶＰ１
との補助線とＰＰの交点をＦＬに下して壁下線との交点とＶ
Ｐ２を補助線で結べば家具の位置が決まります。⑪ドア高さ、
家具高さも高さ基準線から移していきます。ちょっと作業が
ややこしくなりますが、何回か練習すれば理解して頂けるか
と思います。こちらも家具左側床面に影を付けてみました。
室内パースでも影の役割が重要となります。より臨場感が出
てきますね。
　尚、室内パースの作成方法については、YouTubeなどで
様々な手法が紹介されていますので参考にして下さい。
  

　前回の繰り返しになりますが、実例の観察をすることによ
り立体感、建物の性格、重厚感、空間バランスの把握等が会
得出来るとパース制作、また設計に役立ちます。住宅ですと、
和風、洋風、和洋折衷等様々な種類があり、それらを表現す
る為にはそれぞれを理解する必要があります。
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　「芸術を追究すると建築になる」とはル・コルビュジ
エの言葉だが、それはガウディがバルセロナで残した
建築作品を見ていると、その言葉が重なって私には見
えてくる。「世界の建築の中でどれを一番見てみたい
か？」と質問されたら「サグラダファミリアを見てみ
たい」と答える人が一番多いのではないだろうか。
　100年以上も建築が続けられている天才建築家ガウ
ディの傑作“サグラダファミリア”を見に行きたいと
長年思っていたものの、バルセロナまで行くには費用
もかかるし、時間もないと諦めていた。50代になって
近所の幼なじみが、ＡＮＡの新規就航路線がブリュッ
セルに開設されるので、それにマイレージを使えば無
料でバルセロナまで行くことができそうだと言い出し
た。彼はユナイティッド航空のマイレージを貯めてい
て、それでＡＮＡのビジネスクラスの特典航空券が取
れるらしい。その頃、私は日本百名山完登を目指して
いたので、北海道や東北の山へ登るためにＡＮＡマイ
ルが少なからず溜まっていたことで、二人でのバルセ
ロナへ行き実現が旅の始まりであった。それ以来、Ａ
ＮＡのマイルをためて安く海外へ行くことに熱心に取
り組んだ。
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▲2024年11月のサグラダファミリア

　旅を長く続けることができた理由を今振り返ってみ
ると、私の場合、次の４つをあげることができる。それ
は、①なるべくお金をかけずに節約して安く行く、②

▲優先搭乗のボード

▲安宿のあるビル

2旅のヒント

①節約して安く行く…特典航空券の利用

②上級会員になる

ＡＮＡマイレージクラブ上級会員になる、③旅を楽し
む、④情熱と目標を持ち続けるということだ。そもそ
も海外旅行というと時間と金がかかる、という先入観
があり、高嶺の花のように思い込んで一度行けばあと
10年は行けないな、というくらいに思っていた。その
概念を払拭し、具体的にもっと旅が身近になるヒント
があった。

　特典航空券というのはＡＮＡマイルで交換できる無
料の航空券のことだ。以前は追加料金なしだったが、コ
ロナ前に空港利用税と燃油サーチャージは別途負担す
ることが必要となったので、令和６年後半に欧米に行
く場合は数万円の負担となる。しかし、有償の航空券
と比べると格段に安い金額で飛行機に乗ることができ
る優れものなのだ。コロナ後は旅行ブームが海外で続
き、円安のため日本の航空券が安く感じられるため、
ＡＮＡやＪＡＬは人気があって外国人旅行者が増加し
満席の便も多い。一方、日本人にとっては旅行代が跳
ね上がり、さらに物価高もあって海外を旅しにくい状
況が続いている。
　このような中でマイレージは救世主でもあり、松山
からソウルまでは15､000マイルで行くことができる。
北京までは数年前だが20､000マイルで行くことが
できた。１マイルは相場で２円なので、北京まで往復４
万円相当ということになる。マイレージの面白いのは
エリア制の料金設定となっていて、北京であろうと西
の果てのウルムチやカシュガルまでも同じマイル数で
行くことができる。そんな仕組みを利用して新疆ウイ
グル自治区を旅したこともあったが、４万円相当では
あるが貯めてきたマイルを使うのでそんなに遠くまで

行っても飛行機代は格安で終わらせることができたのだ。
　それではマイルを貯めるにはどうすればいいか、な
のだが、具体的な方法がネット上に数多公開されてい
て私もかなり参考にさせてもらったので、元祖を紹介
すると、“ＡＮＡとマイルのパパじゃない”というブ
ログが参考になるポイントが多いが、自分に合ったも
のを見つけることが大切だろう。

　一方、ホテル代については、バルセロナの例では“安
宿”の経験をした。世界中日本人向けの“安宿”というの
が各都市にあって、そこは日本人しか泊まらないし、
食事なしで１泊￥5､800の料金だった。とても便利
な中心部にあるが、古い街並みの外壁を残しておかな
ければならないエリアだったので、ホテルという感じ
ではなく、古いビルの中の一般住宅に部屋が８つ程あ
り、それぞれにベッドとシャワー・トイレが設置して
ある簡易なものだ。何とか何泊か宿泊できるかなとい
うようなものだった。イッテＱで3､000円程度のホ
テル探しなどやっているが、それくらいのものと思え
ばいいくらい。そんな質素なところにどんな人が宿泊
に来るかというと、一人旅の医者とか上場企業のサラ
リーマン、キンキラキンのお嬢様など不思議な人たち
が集まっていて情報交換をしている。朝食は外に出れ
ばカフェがあるし、夕食はレストランへ行った。そん
な旅もあるんだな、と思ったがこれだと確実に安く上
がるのは間違いない。
　また、食事についてはいつも苦労するが、もう海外
には旨い食事は期待しないことにしたので、４泊すれ
ば半分の２泊は日本から持参したカップラーメンで済
ませると割り切る。ポットもいつも持参する。その方
が安心できるからだ。人によっては何でも旨い旨いと
言いながら食べられる人もいて羨ましいが、自分の場
合、この食料は何だろうとか、この料理は食べて大丈
夫だろうかなどと神経質になるため、悩みの種なのだ。
またアメリカでは朝食を軽く食べただけでも１万円近
くになることもあり、ちょっと信じられない。思って
いた金額にサービス料20％さらにチップ20％などが

加算され、料金が跳ね上がる。そのためテイクアウト
を利用する人も多く見かけた。

　マイルを利用すると飛行機代のコストが10分の１
くらいになるような感覚なのでとてもわかりやすいが、
それに付随してＡＮＡの場合プレミアムポイント（ＰＰ）
が付けられる。このＰＰによって航空会社は乗客を格
付けしていて、ダイヤモンド（Ｄ）、プラチナ（Ｐ）、スーパー
フライヤーズ（ＳＦＣ）、ブロンズ（Ｂ）、その他大勢とい
う５ランクに私たちは区分されている。飛行機への搭乗
順序もＤメンバーからとなっている。搭乗口でそのステー
タスによりGroup１,２,３,４と分けられ、Group１,２
で優先搭乗できる人が上級会員と呼ばれる。ただし国
内線の場合、プレミアムクラスを予約した乗客もGroup２
となる。一度プラチナを獲得すればスーパーフライヤー
ズＳＦＣに申し込むことができ、ＳＦＣは永久会員とな
るため優先搭乗やラウンジの利用、預け入れ手荷物の
優先返却など多くのサービスを一生受けることが出来
る。そのため多くの人がＳＦＣを目指してＡＮＡに搭
乗する、というのが狙いである。
　特に羽田空港３階のラウンジ利用と海外旅行の場合
のスターアライアンスゴールドメンバーとしてのラウ
ンジ利用は大きな利用価値がある。そして、羽田空港
にはさらに４階のラグジュアリーなスイートラウンジ
があって、日本中のビジネスマン出張族の憧れの的な
のだ。ＪＡＬにも同様の仕組みがあるが、松山空港の
場合はＡＮＡの輸送量が大きいためＡＮＡで上級会員
を目指すのが王道だろう。ちなみに、ＡＮＡ上級会員
は青組、ＪＡＬ上級会員は赤組とＳＮＳの世界では呼
ばれている。
　そのような上級会員になるためには、ＰＰを１年間
に５万ポイント一度だけ貯める必要があり、それを目
指す人をオタクは“修行僧”と呼ぶ。永久資格なので
目指す人は多いが、さらに年間10万ＰＰを獲得して
ダイヤモンドメンバーを維持する人も身の回りに数人
いるが、全く無駄な労力でもある。
　優先搭乗以外のメリットも数多くあるが、その例を
挙げると、預け入れ手荷物はＤ、Ｐ、ＳＦＣの順番で
出てきたり、座席のアップグレードも申し込み順では
なくステータス順ということになっている。今では不
思議でならないファーストクラスでの普通の夫婦での
ニューヨークへの旅などもできたり、よく主婦がマイ
ルを貯めてファーストクラスでパリに行ったなどとい
う旅行記を“４Travel”で見かけるが、それは念じれ
ば花開く、なのかもしれない。
　また、上級会員になると搭乗待合の際にラウンジを
利用することができるが、松山空港の場合、セキュリ
ティチェックを受けて待合室に出ると、右突き当たり
がＡＮＡラウンジ、左突き当たりがＪＡＬさくらラウ
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ルが少なからず溜まっていたことで、二人でのバルセ
ロナへ行き実現が旅の始まりであった。それ以来、Ａ
ＮＡのマイルをためて安く海外へ行くことに熱心に取
り組んだ。

10

1世界の建築が語りかける

エピローグ“旅への情熱”エピローグ“旅への情熱”エピローグ“旅への情熱”

▲2024年11月のサグラダファミリア

　旅を長く続けることができた理由を今振り返ってみ
ると、私の場合、次の４つをあげることができる。それ
は、①なるべくお金をかけずに節約して安く行く、②

▲優先搭乗のボード

▲安宿のあるビル

2旅のヒント

①節約して安く行く…特典航空券の利用

②上級会員になる
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　特典航空券というのはＡＮＡマイルで交換できる無
料の航空券のことだ。以前は追加料金なしだったが、コ
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ね上がり、さらに物価高もあって海外を旅しにくい状
況が続いている。
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からソウルまでは15､000マイルで行くことができる。
北京までは数年前だが20､000マイルで行くことが
できた。１マイルは相場で２円なので、北京まで往復４
万円相当ということになる。マイレージの面白いのは
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　一方、ホテル代については、バルセロナの例では“安
宿”の経験をした。世界中日本人向けの“安宿”というの
が各都市にあって、そこは日本人しか泊まらないし、
食事なしで１泊￥5､800の料金だった。とても便利
な中心部にあるが、古い街並みの外壁を残しておかな
ければならないエリアだったので、ホテルという感じ
ではなく、古いビルの中の一般住宅に部屋が８つ程あ
り、それぞれにベッドとシャワー・トイレが設置して
ある簡易なものだ。何とか何泊か宿泊できるかなとい
うようなものだった。イッテＱで3､000円程度のホ
テル探しなどやっているが、それくらいのものと思え
ばいいくらい。そんな質素なところにどんな人が宿泊
に来るかというと、一人旅の医者とか上場企業のサラ
リーマン、キンキラキンのお嬢様など不思議な人たち
が集まっていて情報交換をしている。朝食は外に出れ
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な旅もあるんだな、と思ったがこれだと確実に安く上
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3飛行機への興味

4旅をするということ

ンジとなっていて、ビジネスマン等にとっては安ら
ぎの場なのだ。羽田空港は２階が一般出発ロビーだ
が上級会員は３階のラウンジへ入室でき、さらにＤ
メンバーは４階のスイートラウンジへ入室できる。
ＳＦＣの頃は４階にはどんな世界が広がっているの
か気になって仕方なかったのだが、ここ最近スイー
トラウンジで寛ぐことがきるのでストレスが貯まら
ずに済む。同行者一名は入室可能なので同伴される
ことにより中の様子を知ることもできる。国際線で
は食事やアルコール類の提供も充実しており、シャ
ワーも利用可能なので夜行便に搭乗する場合などに
は利用価値が高い。

vol.29世界建築紀行 エピローグ“旅への情熱”

　今から20年程前のことだが、ボーイング787が
国際線に導入された頃の話である。国際線のことな
どズブの素人で、ルールもあまり知らない私は、フラ
ンクフルトまでのエコノミークラスでのフライトを
楽しみにしていた。羽田空港第３ターミナル110番
搭乗口からの機内への案内だったので、待合ロビー
で搭乗開始を待つ。辺りを見回してみると100人少々
の人しかおらず、300人程は乗れる大型機なので、
これはゆったりとした空旅となるなと期待していた。
ところが搭乗時刻になるとどこからともなく人が現
れて列を作り、優先搭乗で乗り込んでいく。結構な

人数が搭乗した後、行列を作っていた私たちは機内
へ進むことが出来た。機内では先に乗った人たちが
前方から５分の４程のスペースを占めるゆったりと
したビジネスクラスで荷物の整理などしていて、後
から乗った私たちは最後尾の５分の１くらいの狭い
スペースに空席がない状態でギュウギュウ詰めだっ
た。安くはない旅行代金だったので少しは良いこと
があるかと思っていたのに失望、というかショック
だった。世の中にこのような区別があるのだと理解
できた。後でビジネスクラスにした場合の搭乗券の
金額を聞くと100万円近くもするとわかり、これは
自分が乗れる席ではないなとその時思い認識したの
だった。
　バルセロナへ初めてビジネスクラスで行ったのは
その数年後なので、ゆったりとした空旅がワクワク
するような気持ちで期待も大きかったし、それに十
分応えてくれるものだった。ビジネスクラス（Ｃク
ラス）とエコノミークラス（Ｙクラス）ではこんな
にも違いがあるのかと思い知った。そして今後はＣ
クラスで旅をする努力をしようと固く心に誓ったの
だった。ただし、お金を使って乗るのではなくマイ
レージを利用してという条件が付くのだが。
　お金をかけずにＣクラスに乗るには、特典航空券
をゲットするか、Ｙクラスの搭乗券を購入してアッ
プグレードをするかの二択となり、いずれかを組み
合わせて実際は旅に出る。特典航空券の場合、空き
席があれば良いが、大抵は埋まっていて自分が行き
たい日に空席はない。355日前に申し込めば取れる
のだろうが、そのような計画は極めて難しいと言え
る。そのため、ＡＮＡのＨＰと睨めっこしながら空
いている日を探すということになる。自分の思い通
りにはならなくても、以外と空席が見つかるものだ。
そこらはテクニックなので、何度も挑戦して研究し
なければならないだろう。これは早い者勝ち。
　一方、アップグレードでＹクラスの切符でＣクラ
スに乗るには運もあるが、ノウハウによるところが
大きい。経験上Ｃクラスには必ずと言っていい程空

席があり、その席はＹやプレミアムエコノミーの下
位クラスからお得意様の乗客を変更により乗せてく
れるという仕組みがある。これをアップグレードと
呼ぶのだが、そこには争いもある。フランクフルト
やＮＹなどの人気路線には空きが２席くらいしかな
のにアップグレード希望者が30人程もいることが
あるのだ。競争がない場合は問題ないが、厳しい競
争率となった時にＡＮＡは誰をＣクラスに乗せるの
か。それは申込が早い人ではなく、Ｄメンバーなの
だ。そのため海外の旅をＣクラスで楽に、しかも安
くしたいのであればＤメンバーである必要がある、
または、Ｄメンバーであれば有利ということになる。
ＳＦＣは永久会員だが、Ｄメンバーは１年限りなの
でそれを継続するためには10万ＰＰを獲得するた
めにせっせと飛行機に乗らなければならないという
航空会社の無限ループの罠に入って行くことになる。
それを不可能と諦めるか、楽しみと思ってＳＮＳな
どで情報収集して挑戦するかはその人次第なのかもし
れない。これは知らない方が良かったことでもあっ
た。

　世界の建築の中でも、私は特にル・コルビュジエ
のサヴォア邸・ロンシャン礼拝堂、ミース・ファン
デル・ローエのファンズワース邸、フランク・ロイ
ド・ライトの落水荘、デッサウのバウハウスを見て
みたかったので、大きな目標として心の中に若い頃
から思っていた。しかし、実際に行けるとも思って
なかったが、そのような心の灯火があったので小さ
なチャンスを作り出すことが出来たのだ。もしその
ような建築作品に興味を持っていなかったら、旅に
出ようという発想も思い浮かばなかったかもしれな
い。
　海外への旅は仕事や時間のやり繰り、資金計画、周
りの目や反対など課題は山積みの冒険だ。それを乗
り越えて実現するには、目的地の歴史や文化、政治
や社会などを深く理解し、その知識と情熱も持たな
ければならない。ただ上げ膳据え膳で行くのではな
く、現地の人と同じレベルで様々な学びを求めない
と行く価値が半減してしまう。だから事前の情報収
集はとても大切だし、現地でも自分の力で行動する
ことにより大きな成果も得られる。私の場合、「建築
に歴史は宿る」という信念がここまで自分を行動さ
せたのだろうと思っている。

今から20年程前のことだが ボーイング787が

③旅を楽しむ

世界の建築の中でも 私は特にル・コルビュジエ

④目標と情熱を持ち続ける

▲スイートラウンジ

▲羽田空港ラウンジ入口 ▲シャワールーム

　幼い頃、私が過ごした西予市は飛行機とは全く縁
がなく、殆ど乗ることもなかった。飛行機の音がす
れば空を見上げていることが常で、遙か上空を飛ぶ

飛行機に憧れてもいた。そのせいもあって飛行機で
旅をすることが好きで、北海道や沖縄も数多く訪ね
た。根本的に乗り物が好きだったのかもしれない。
　日本百名山は2019年に完登を果たしたが、そ
の前にはパラグライダーを15年程やっていて、日
本全国の空を飛び回った。愛媛では双海の牛の峰や
大洲・五十崎の神南山を飛行エリアとし、宇和島の
鬼ヶ城から飛び立ち宇和島城を越えて坂下津の港に
ランディングしたこともあった。大空への憧れだっ
たのだろう。しかし、それらが海外への旅・飛行機
での移動システムへ興味を持つことに繋がる原動で
あったとも思っている。
　パラダイス山元の「飛行機の乗り方」というオタ
ク本があり、その本との出会いが益々飛行機の世界
を広げてくれた。知らないことが多すぎた。今でも
“紋別タッチ”という、理解不能の旅をしている人も
多いらしい。オホーツク紋別空港には半年で50回
来ている人もいて、棒グラフでランキングが張り出
されていた。私の場合、紋別で１泊“紋別ステイ”と
なった。これは鉄道が廃止されて紋別の唯一の公共
交通である１日１便の羽田路線の廃止が議論される
過程で始まった存続運動が起源らしい。

　10代後半に読んだシュリーマンの“古代への情
熱”という自伝の中で、彼はトロイの遺跡が眠って
いることをホメロスの詩から推察し、発掘のために
事業で資金を貯めてついに発見したという話だが、
その目的を達成しようという強い精神と信念は多く
のものに通じている。
　飛行機への憧れからパイロットになりたいと思っ
たこともあったが、世界の建築を訪ねる旅を経験し
た今は、むしろ、建築の道に進んで飛行機には乗客
として乗ることが出来るのも幸せだと考えるように
なった。シュリーマンのように自分を信じて生きる
ことの大切さは人それぞれに存在するのだ。
　そしてこれからの旅については具体的にはないが、
朧気ながら南極大陸へ行くことにしようと考えてみ
た。アルゼンチンのウシュアイアまでは特典航空券
で行き、そこからは砕氷船に乗り換える。実現出来
なくてもいいし、行けたとこまでをゴールとする。
引退してからのことになるだろう。イースター島で
もガラパゴス諸島でもそれがゴールかもしれない。
　自分が何のためにこの世に生を受けて生まれてき
たのか、この世界がどんなだったのかを自分の目で
確かめることがこれからの旅の目的なのだ。
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3飛行機への興味

4旅をするということ
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第66回建築士会全国大会「鹿児島大会」に

参加しました
総務企画委員会　委員長　井上　竜治

開 催 日：令和６年10月24日（金）
大会会場：宝山ホール（鹿児島県鹿児島市）
参 加 者：82名（うち本会企画ツアー参加者30名）

　今回の大会テーマは「もえよ！建築維新『たぎる地で
築くみらい』」。全国の建築士が一堂に会し、地域と建築
の未来について語り合う機会となりましたが、私たちの
旅は予期せぬアクシデントからスタートしました。

◎飛行機欠航から始まる大冒険
　松山から鹿児島
へ飛行機で向かう
予定だったのです
が、悪天候で欠航
に。急遽、松山観
光港からフェリー
で小倉へ渡り、そ
こから新幹線で鹿
児島を目指すこと
に変更。飛行機な
ら１時間ほどの旅路が、なんと12時間にも！長い移動に
疲れましたが、「これも思い出」と気持ちを切り替えて
楽しむことにしました。

◎船中泊で生まれた新たな絆

第66回建築士会全国大会
「鹿児島大会」

　フェリーでは、船中泊
となりましたが、これが
意外な盛り上がりを見せ
ました。参加者同士で宴
会を開き、地元の建築事
情やそれぞれの近況につ
いて語り合い、笑い声が
響く大盛り上がりの前夜
祭に。お酒も進み、気づ
けば酔いつぶれてベッド
まで運ばれる仲間も（名
前は秘密です！）。普段
以上に深い交流ができた
のは、このアクシデント
のおかげかもしれません。

◎地域実践活動で優秀賞！
　翌朝、新幹線を乗り継ぎ、ギリギリで鹿児島に到着。
中四国ブロック代表として愛媛の近藤岳志さんと永井由
起さんが「建築士による防災講座～木造住宅の耐震化普
及に向けて～」と題して発表しました。模型を使いなが
ら、耐震の重要性を具体的に伝える内容で、多くの関心

を集めました。その結果、優秀賞（２位）を受賞！惜し
くも最優秀賞には届きませんでしたが、愛媛の取り組み
を広く知ってもらえたことが大きな収穫でした。

◎藤縄さんと杉原さんが表彰式に出席
　愛媛県より、連合会長表彰を藤縄洲二さん、大塚美由
紀さん、杉山博司さんの３名と、伝統的技能者表彰を杉
原孝さんが受賞されました。藤縄さんと杉原さんが鹿児
島大会に参加され、式典にて表彰されました。
　皆様おめでとうございます。今後ますますのご活躍を
祈念致します。

◎鹿児島の文化に触れる
　大会式典では、奄美大島の伝統的な島唄が披露されま
した。三味線の音色と神秘的な歌声が響く中、会場全体
が未来への挑戦に心を燃やす瞬間となりました。このよ
うな文化に触れることで、建築士として地域の背景を理
解する大切さを改めて実感しました。

◎親睦ゴルフと観光でリフレッシュ
　２日目は、観光
組と親睦ゴルフ組
に分かれて楽しみ
ました。私は南国
カンツリークラブ
での親睦ゴルフに
参加。桜島を背景
に、雨もなんとか
避けつつ気持ちよ
くプレーできました。
　今年の優勝は佐々木隆司さん！　みんなで拍手と笑顔

を送りながら、和やかな時間を過ごしました。一方、観
光組は鹿児島の歴史や自然を存分に楽しんだそうで、お
土産話が盛りだくさんでした。

◎鹿児島大会を終えて
　今回の鹿児島訪問は私にとって２度目でしたが、桜島
が織りなす独特の風景や地域文化の奥深さに触れ、新た
な発見がたくさんありました。この大会は、建築士とし
ての視野を広げるだけでなく、地域との絆を感じる貴重
な機会となりました。アクシデントも含めて、すべてが
学びと楽しみに変わる素晴らしい体験でした。
　次回も、さらに多くの仲間とこうした体験をしていき
たいと思います。これからも地域に根ざした建築士とし
ての道を進んでいきます。

第66回建築士会全国大会
鹿児島大会に参加して

賛助会員　八松硝子建材株式会社　佐々木　隆司
　10月24日（木）～10月26日（土）「第66回建築士会
全国大会鹿児島大会」に参加させて頂きました。ツアー
参加者30名、ハプニングありの楽しい旅となりました。
　今回は大会前日の夜に鹿児島入りの予定でした。19
時30分、松山空港に着くと何やら集合場所がざわつい
ています。どうも悪天候で飛行機が欠航となったそう
で、急きょ観光港に向かうことになりました。このよう
なハプニングに少しワクワクしてしまうのは私だけでは
なかったのでは…。無事乗船してからは、皆さまとおお
いに盛り上がりました。少し飲みすぎました。
　翌日、小倉駅から山陽・九州新幹線で２時間半、鹿児
島中央駅には９時過ぎに到着しました。バスに乗り込み
ホッと一息つきます。
　最初の観光は、特攻平和会館です。卓球の早田ひなさ
んが言われたことで少し注目を集めました。特攻隊員の
凛とした写真や、とても美しい字でかかれた手紙などが
展示されていました。月並みですが、平和の大切さを改
めて考えさせられました。
　昼食をとり、城山公園展望台に上がります。桜島、錦江

湾や鹿児島市街地が一望できる定番スポットであり、城
山は西南戦争の最後の激戦地でもあります。
　そしていよいよ全国大会の会場へ向かいます。午前か
ら大会に参加されている方もいらっしゃいますが、私た
ちは15時からの大会式典に参加させていただきました。
途中、車窓から西郷隆盛像を眺め、宝山ホールに到着し
ました。大会式典では、藤縄洲二さん、大塚美由紀さん、
杉山博司さんが会長賞を。そして、濱﨑組の杉原孝さん
が伝統的技能者賞を受賞されました。誠におめでとうご
ざいます。

　ホール前では、薩摩藩を中心に伝わった剣術、示現流
が披露され、大変見応えのあるものでした。
　大会後の夕食はさつま料理熊襲亭で名物料理、波のし
ずくきびなご、黒豚しゃぶしゃぶをいただきました。
　３日目は、ゴルフ組と観光組に分かれ、私は南国カン
ツリークラブにてゴルフを楽しみました。16番打ち下ろ
しのショートコースでは、左手に海、桜島を眺めながら
のコースです。それはそれは見事でした。最高！と気分
も高まり、気持ちよくナイスショット。しかし、海から
の強い風で、私のボールは流され木に当たりと散々なも
のでした。ダブルペリアのおかげで優勝させていただき
ました。有難うございました。
　最後は観光組と島津家歴代の別邸「仙厳園」で合流し、
鹿児島空港へと向かい、無事愛媛へ帰ってきました。
　来年は食文化大阪で開催です。今から楽しみです。

▲耐震模型▲表彰式

▲杉原さん▲藤縄さん

▲朝５時に小倉港へ到着！

▲ゴルフの集合写真

▲特攻平和記念館前 ▲桜島をバックに記念撮影

▲宝山ホール会場前

▲運搬中
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第66回建築士会全国大会「鹿児島大会」に

参加しました
総務企画委員会　委員長　井上　竜治

開 催 日：令和６年10月24日（金）
大会会場：宝山ホール（鹿児島県鹿児島市）
参 加 者：82名（うち本会企画ツアー参加者30名）

　今回の大会テーマは「もえよ！建築維新『たぎる地で
築くみらい』」。全国の建築士が一堂に会し、地域と建築
の未来について語り合う機会となりましたが、私たちの
旅は予期せぬアクシデントからスタートしました。

◎飛行機欠航から始まる大冒険
　松山から鹿児島
へ飛行機で向かう
予定だったのです
が、悪天候で欠航
に。急遽、松山観
光港からフェリー
で小倉へ渡り、そ
こから新幹線で鹿
児島を目指すこと
に変更。飛行機な
ら１時間ほどの旅路が、なんと12時間にも！長い移動に
疲れましたが、「これも思い出」と気持ちを切り替えて
楽しむことにしました。

◎船中泊で生まれた新たな絆

第66回建築士会全国大会
「鹿児島大会」

　フェリーでは、船中泊
となりましたが、これが
意外な盛り上がりを見せ
ました。参加者同士で宴
会を開き、地元の建築事
情やそれぞれの近況につ
いて語り合い、笑い声が
響く大盛り上がりの前夜
祭に。お酒も進み、気づ
けば酔いつぶれてベッド
まで運ばれる仲間も（名
前は秘密です！）。普段
以上に深い交流ができた
のは、このアクシデント
のおかげかもしれません。

◎地域実践活動で優秀賞！
　翌朝、新幹線を乗り継ぎ、ギリギリで鹿児島に到着。
中四国ブロック代表として愛媛の近藤岳志さんと永井由
起さんが「建築士による防災講座～木造住宅の耐震化普
及に向けて～」と題して発表しました。模型を使いなが
ら、耐震の重要性を具体的に伝える内容で、多くの関心

を集めました。その結果、優秀賞（２位）を受賞！惜し
くも最優秀賞には届きませんでしたが、愛媛の取り組み
を広く知ってもらえたことが大きな収穫でした。

◎藤縄さんと杉原さんが表彰式に出席
　愛媛県より、連合会長表彰を藤縄洲二さん、大塚美由
紀さん、杉山博司さんの３名と、伝統的技能者表彰を杉
原孝さんが受賞されました。藤縄さんと杉原さんが鹿児
島大会に参加され、式典にて表彰されました。
　皆様おめでとうございます。今後ますますのご活躍を
祈念致します。

◎鹿児島の文化に触れる
　大会式典では、奄美大島の伝統的な島唄が披露されま
した。三味線の音色と神秘的な歌声が響く中、会場全体
が未来への挑戦に心を燃やす瞬間となりました。このよ
うな文化に触れることで、建築士として地域の背景を理
解する大切さを改めて実感しました。

◎親睦ゴルフと観光でリフレッシュ
　２日目は、観光
組と親睦ゴルフ組
に分かれて楽しみ
ました。私は南国
カンツリークラブ
での親睦ゴルフに
参加。桜島を背景
に、雨もなんとか
避けつつ気持ちよ
くプレーできました。
　今年の優勝は佐々木隆司さん！　みんなで拍手と笑顔

を送りながら、和やかな時間を過ごしました。一方、観
光組は鹿児島の歴史や自然を存分に楽しんだそうで、お
土産話が盛りだくさんでした。

◎鹿児島大会を終えて
　今回の鹿児島訪問は私にとって２度目でしたが、桜島
が織りなす独特の風景や地域文化の奥深さに触れ、新た
な発見がたくさんありました。この大会は、建築士とし
ての視野を広げるだけでなく、地域との絆を感じる貴重
な機会となりました。アクシデントも含めて、すべてが
学びと楽しみに変わる素晴らしい体験でした。
　次回も、さらに多くの仲間とこうした体験をしていき
たいと思います。これからも地域に根ざした建築士とし
ての道を進んでいきます。

第66回建築士会全国大会
鹿児島大会に参加して

賛助会員　八松硝子建材株式会社　佐々木　隆司
　10月24日（木）～10月26日（土）「第66回建築士会
全国大会鹿児島大会」に参加させて頂きました。ツアー
参加者30名、ハプニングありの楽しい旅となりました。
　今回は大会前日の夜に鹿児島入りの予定でした。19
時30分、松山空港に着くと何やら集合場所がざわつい
ています。どうも悪天候で飛行機が欠航となったそう
で、急きょ観光港に向かうことになりました。このよう
なハプニングに少しワクワクしてしまうのは私だけでは
なかったのでは…。無事乗船してからは、皆さまとおお
いに盛り上がりました。少し飲みすぎました。
　翌日、小倉駅から山陽・九州新幹線で２時間半、鹿児
島中央駅には９時過ぎに到着しました。バスに乗り込み
ホッと一息つきます。
　最初の観光は、特攻平和会館です。卓球の早田ひなさ
んが言われたことで少し注目を集めました。特攻隊員の
凛とした写真や、とても美しい字でかかれた手紙などが
展示されていました。月並みですが、平和の大切さを改
めて考えさせられました。
　昼食をとり、城山公園展望台に上がります。桜島、錦江

湾や鹿児島市街地が一望できる定番スポットであり、城
山は西南戦争の最後の激戦地でもあります。
　そしていよいよ全国大会の会場へ向かいます。午前か
ら大会に参加されている方もいらっしゃいますが、私た
ちは15時からの大会式典に参加させていただきました。
途中、車窓から西郷隆盛像を眺め、宝山ホールに到着し
ました。大会式典では、藤縄洲二さん、大塚美由紀さん、
杉山博司さんが会長賞を。そして、濱﨑組の杉原孝さん
が伝統的技能者賞を受賞されました。誠におめでとうご
ざいます。

　ホール前では、薩摩藩を中心に伝わった剣術、示現流
が披露され、大変見応えのあるものでした。
　大会後の夕食はさつま料理熊襲亭で名物料理、波のし
ずくきびなご、黒豚しゃぶしゃぶをいただきました。
　３日目は、ゴルフ組と観光組に分かれ、私は南国カン
ツリークラブにてゴルフを楽しみました。16番打ち下ろ
しのショートコースでは、左手に海、桜島を眺めながら
のコースです。それはそれは見事でした。最高！と気分
も高まり、気持ちよくナイスショット。しかし、海から
の強い風で、私のボールは流され木に当たりと散々なも
のでした。ダブルペリアのおかげで優勝させていただき
ました。有難うございました。
　最後は観光組と島津家歴代の別邸「仙厳園」で合流し、
鹿児島空港へと向かい、無事愛媛へ帰ってきました。
　来年は食文化大阪で開催です。今から楽しみです。

▲耐震模型▲表彰式

▲杉原さん▲藤縄さん

▲朝５時に小倉港へ到着！

▲ゴルフの集合写真

▲特攻平和記念館前 ▲桜島をバックに記念撮影

▲宝山ホール会場前

▲運搬中
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青年委員会担当セッション

（地域実践活動報告会）
松山支部　近藤　岳志

　令和６年10月25日金曜日、カクイックス交流センター
にて、第66回建築士会全国大会鹿児島大会青年委員会担
当セッション地域実践活動報告会が開催されました。私
は６月に開催された中四国ブロック大会の代表として、
全国大会に出場させて頂きました。
　ブロック大会終了後、全国大会開催地である鹿児島に
模型を持って行くべきだと、複数の方からお声掛けを頂
き、当初は私が車に模型を積んで鹿児島まで行くつもり
でしたが、私の今の立場が、あまり自由に動けない状況
ということと、発表者がそんなリスクを負ってはならな
いとお叱りを受けまして、結局、松山から鹿児島まで運
送屋さんで運んで頂くことになりました。
　その際に、松山支部、青年委員会、女性委員会から運送
費を支出して頂きましたことを心より感謝申し上げます。

　大会前日に鹿児島に入り、届いた模型も問題無く設置
が完了し、本番に向けての調整を念入りに行いました。
　その頃、発表補助者である永井さんをはじめ、愛媛県
のメンバーは、夜に鹿児島に到着予定でしたが、急遽飛
行機が飛ばないアクシデントに見舞われ、松山・小倉フェ
リー経由、新幹線でなんとか鹿児島に到着し、本番に間
に合いました。そんな中、先に鹿児島に来ていた士会メ
ンバーの方に、発表直前の模型の移動やテーブルの設置
などのご協力を頂きました。この場をお借りしまして、感
謝申し上げます。
　本番での発表の順番は７番目、１番最後で、どのように
プレゼンテーションするか、非常に悩みましたが、複数
回の練習の結果、ジョブズスタイルだと、７分前後かか
る一方、原稿を見ながら座って説明すると６分で終わる
ため、残りの１分で倒壊模型を加振する時間を確保でき

ることが分かりました。
　本番は、発表補助者の永井さんと一度もリハーサルを
していませんでしたが、完璧に対応して頂き、無事に６
分間の説明が終わり、いよいよ模型の加振となりました
が、適切な補強も不十分な補強も、両方倒れるアクシデ
ントが発生し、そのまま発表は終わりました。
　前日から、入念に調整をしていたので、なぜ両方倒れ
たのか、不思議でなりませんでしたが、他県の方からあ
とで聞いたお話だと、展示中に、いろんな方が筋かいを
脱着したり、動かしたりしていたとのことでした。その
状況を予測出来ていなかった私のミスでもあります。

第66回建築士会全国大会
「鹿児島大会」

　採点結果は、２位の優秀賞でした。正直、ここまで多
くの方にご尽力頂いたのに、優勝出来なかったことは、
本当に申し訳なかったと思います。やはり、私に足りな
いものがたくさんあったのだと思います。

　発表終了後は、中四国の方を含め、全国の士会の多く
の方から激励を頂き、久しぶりにお目にかかれた方もた
くさんいらっしゃいました。
　その後、宝山ホールで、記念フォーラム、大会式典等
に参加しました。

　大交流会は鹿児島市の複合施設「かんまちあ」という
場所で行われ、数多くの美味しい焼酎をご用意頂きまし
た。愛媛県のテーブルの隣が福岡県で、現在の福岡県建
築士会の会長が、私が昔勤めていた設計事務所の所長（鮎
川透さん）で、久しぶりにお目にかかり、福岡地域会の
方をご紹介頂き、いろんなお話を聞くことができました。
そのうえ、連合会会長の古谷さんと鮎川さんも仲が良い
こともあり、ご挨拶をさせていただきました。古谷さん
には、23年前に早稲田バウハウススクールｉｎ佐賀でお
世話になったお話もできて、有意義な時間を過ごすこと
ができました。
　この全国大会出場がきっかけで、「建築士による防災講
座」の活動と、倒壊模型を多くの方に認知して頂き、福
岡市内の地域住民対象の防災講座の依頼を受けることに
なりました。依頼者は、可能であれば倒壊模型も見たい
と言われていますが、松山から持って行けないので、今
後福岡で活動を継続する可能性があれば、福岡県建築士
会で倒壊模型を購入して頂こうと、現在、会長と防災部
会長と協議をしているところです。
　また、ブロック大会の発表がきっかけにはなりますが、
香川県建築士会の中讃支部・西讃支部青年部会の方が倒
壊模型の視察を希望され、11月２日（土）に８名の方に
ご参加頂きました。

　多くの団体から愛媛県の活動に注目して頂いておりま
すが、今後の展望として、私のみならず、他の方でも防
災講座で講演できるシナリオづくりや、倒壊模型の実演
方法の動画づくりなど、新しい体制づくりを進めたいと
考えております。

　私は、今年45歳になりましたので、残念ながら青年委
員としてはこれで引退となり、もう発表する機会はあり
ませんが、今後は若い方に是非頑張って頂ければと思い
ます。引き続き、よろしくお願いいたします。

▲地域実践活動報告会後の集合写真
（写真提供：永井由起様、武智良太様）

▲各ブロック代表の展示スペース

▲地域実践活動報告会発表の様子

▲表彰式の様子

▲記念フォーラムの様子

▲大交流会の様子
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青年委員会担当セッション
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　令和６年10月25日金曜日、カクイックス交流センター
にて、第66回建築士会全国大会鹿児島大会青年委員会担
当セッション地域実践活動報告会が開催されました。私
は６月に開催された中四国ブロック大会の代表として、
全国大会に出場させて頂きました。
　ブロック大会終了後、全国大会開催地である鹿児島に
模型を持って行くべきだと、複数の方からお声掛けを頂
き、当初は私が車に模型を積んで鹿児島まで行くつもり
でしたが、私の今の立場が、あまり自由に動けない状況
ということと、発表者がそんなリスクを負ってはならな
いとお叱りを受けまして、結局、松山から鹿児島まで運
送屋さんで運んで頂くことになりました。
　その際に、松山支部、青年委員会、女性委員会から運送
費を支出して頂きましたことを心より感謝申し上げます。

　大会前日に鹿児島に入り、届いた模型も問題無く設置
が完了し、本番に向けての調整を念入りに行いました。
　その頃、発表補助者である永井さんをはじめ、愛媛県
のメンバーは、夜に鹿児島に到着予定でしたが、急遽飛
行機が飛ばないアクシデントに見舞われ、松山・小倉フェ
リー経由、新幹線でなんとか鹿児島に到着し、本番に間
に合いました。そんな中、先に鹿児島に来ていた士会メ
ンバーの方に、発表直前の模型の移動やテーブルの設置
などのご協力を頂きました。この場をお借りしまして、感
謝申し上げます。
　本番での発表の順番は７番目、１番最後で、どのように
プレゼンテーションするか、非常に悩みましたが、複数
回の練習の結果、ジョブズスタイルだと、７分前後かか
る一方、原稿を見ながら座って説明すると６分で終わる
ため、残りの１分で倒壊模型を加振する時間を確保でき

ることが分かりました。
　本番は、発表補助者の永井さんと一度もリハーサルを
していませんでしたが、完璧に対応して頂き、無事に６
分間の説明が終わり、いよいよ模型の加振となりました
が、適切な補強も不十分な補強も、両方倒れるアクシデ
ントが発生し、そのまま発表は終わりました。
　前日から、入念に調整をしていたので、なぜ両方倒れ
たのか、不思議でなりませんでしたが、他県の方からあ
とで聞いたお話だと、展示中に、いろんな方が筋かいを
脱着したり、動かしたりしていたとのことでした。その
状況を予測出来ていなかった私のミスでもあります。

第66回建築士会全国大会
「鹿児島大会」

　採点結果は、２位の優秀賞でした。正直、ここまで多
くの方にご尽力頂いたのに、優勝出来なかったことは、
本当に申し訳なかったと思います。やはり、私に足りな
いものがたくさんあったのだと思います。

　発表終了後は、中四国の方を含め、全国の士会の多く
の方から激励を頂き、久しぶりにお目にかかれた方もた
くさんいらっしゃいました。
　その後、宝山ホールで、記念フォーラム、大会式典等
に参加しました。

　大交流会は鹿児島市の複合施設「かんまちあ」という
場所で行われ、数多くの美味しい焼酎をご用意頂きまし
た。愛媛県のテーブルの隣が福岡県で、現在の福岡県建
築士会の会長が、私が昔勤めていた設計事務所の所長（鮎
川透さん）で、久しぶりにお目にかかり、福岡地域会の
方をご紹介頂き、いろんなお話を聞くことができました。
そのうえ、連合会会長の古谷さんと鮎川さんも仲が良い
こともあり、ご挨拶をさせていただきました。古谷さん
には、23年前に早稲田バウハウススクールｉｎ佐賀でお
世話になったお話もできて、有意義な時間を過ごすこと
ができました。
　この全国大会出場がきっかけで、「建築士による防災講
座」の活動と、倒壊模型を多くの方に認知して頂き、福
岡市内の地域住民対象の防災講座の依頼を受けることに
なりました。依頼者は、可能であれば倒壊模型も見たい
と言われていますが、松山から持って行けないので、今
後福岡で活動を継続する可能性があれば、福岡県建築士
会で倒壊模型を購入して頂こうと、現在、会長と防災部
会長と協議をしているところです。
　また、ブロック大会の発表がきっかけにはなりますが、
香川県建築士会の中讃支部・西讃支部青年部会の方が倒
壊模型の視察を希望され、11月２日（土）に８名の方に
ご参加頂きました。

　多くの団体から愛媛県の活動に注目して頂いておりま
すが、今後の展望として、私のみならず、他の方でも防
災講座で講演できるシナリオづくりや、倒壊模型の実演
方法の動画づくりなど、新しい体制づくりを進めたいと
考えております。

　私は、今年45歳になりましたので、残念ながら青年委
員としてはこれで引退となり、もう発表する機会はあり
ませんが、今後は若い方に是非頑張って頂ければと思い
ます。引き続き、よろしくお願いいたします。

▲地域実践活動報告会後の集合写真
（写真提供：永井由起様、武智良太様）

▲各ブロック代表の展示スペース

▲地域実践活動報告会発表の様子

▲表彰式の様子

▲記念フォーラムの様子

▲大交流会の様子



委員会報告［Ishizuchi2025.1］17

委員会報告

Ehime Kenchikushi

6

委員会報告 ［Ishizuchi2025.1］ 18

委員会報告

Ehime Kenchikushi

6
　西予市宇和町明石田之筋地区にある、四国八十八カ所
霊場第43番札所　源光山円手院明石寺は、建物が７棟・
工作物が２か所、平成19年に国登録の有形文化財に認
定されている。
　この地は乙女に化身した千手観音菩薩がこもった霊地
とされ、古来尊崇されてきた。６世紀前半に円手院正澄
という行者が欽明天皇の勅願により中国からの渡来仏で
ある千手観音菩薩を祀るため、この地に七堂伽藍を建立
して開創したのが起源とされている。弘仁13年（822年）に
弘法大師が訪れ１回目の伽藍の復興を、建久５年（1194年）
には源頼朝により２回目の伽藍の復興がなされている。
（寺伝より）

　駐車場から仁王門に至り本殿に至る“石段及び石垣”“石
垣及び塀”は、大正期から昭和初期に建造されており、「建
造物」として文化財に登録されている。

　最初の石段を上ると、正面に①仁王門、左手に②手水舎
が見える。右手には③客殿がある。仁王門の右手には④地
蔵堂。仁王門をくぐり石段を上ると、⑤鐘楼堂がある。正
面には⑥本堂が位置する。その右手には、⑦大師堂がある。

愛媛の有形文化財

「源光山円手院　明石寺」
建築市民講座
郡中まち探検ワークショップ！

◀①仁王門（明治34年築）
　左右の蔀格子の中に金剛
力士像が構える。丸柱12
本建て。出組に二重軒、屋
根は入母屋造りに茶系の釉
薬石州瓦葺き。

◀②手水舎（昭和12年築）
　礎石上に内転び角柱を配
置。洗心文字の手水鉢。屋
根は切り妻流れ造りに、銅
板一文字葺き。
▼③客殿（大正期築造・昭

和44年一部改修）
　正面10間・側面６間。一
重軒の入母屋造り。正面に
唐破風屋根、共に瓦葺き。伸
びやかな軒が目を引く。

◀④地蔵堂（明治42年築）
　屋根は入母屋流れ造り瓦
葺き。軒は三手先組に二重
軒。軒廻り・向拝廻りの装
飾としての彫刻が特に見事
である。

▲第43番札所　源光山明石寺

▲最初の石段 ▲仁王門をくぐった先の石段

げんこうざんえんじゅいん　　めいせき　じ

文化財・まちづくり委員会　委員　渡辺　建文
主催：（公社）愛媛県建築士会文化財・まちづくり委員 

会、（公社）日本建築家協会愛媛地域会
【背景と目的】
　今年度の建築市民講座は、小学生～高校生を対象に、伊
予市の郡中を舞台に、まち歩きワークショップを行いました。
　持続可能な開発目標であるＳＤＧｓにおける「⑪住み
続けられるまちづくりを」「⑫つくる責任つかう責任」
を達成していくために、子どもたちと自分の住むまちを
歩いて「タカラ」と「アラ」を見つけ出し、そこからどの
ようにしていったらまちが良くなっていくかを考え、ま
とめて、市長へ届けていき、「子ども参画」を通して、地
域への誇りと愛着を育むことを目的としています。
【事前勉強会：5名参加】
日時：令和６年10月20日（日）９：00～12：00
参加：大西千里、眞田井良子、武智和臣、花岡直樹、
　　　峰岡秀和
場所：来良夢（伊予市灘町７）とその周辺
内容：当日の班分けとルートの確定のため、実際にコー

スを歩いて、大人の目線ですが「タカラ」と「ア
ラ」をインスタントカメラの使い方も試しなが
ら撮影して、どの班も、主要なルートを通るよ
うにし、別々の発見があるように２通りのルー
トを歩けるようにしました。

文化財・まちづくり委員会　眞田井　良子

⑤鐘楼堂（江戸末期築）▶
　１間角。内転び四方柱に、
３段貫を通す。柱頭台輪組
に斗組を施し二重軒が載る。
屋根は入母屋瓦葺き。隅棟
先にも鬼瓦を載せている。

▲⑥本堂（明治23年築）
　丸柱、平三斗組、二重軒。屋根は入母屋造り茶系石州瓦
葺き。向拝屋根は唐破風造り、檜皮葺。彫刻では正面に
出鼻獅子、左右にバク、中央蟇股に竜を配し正面向拝懸
魚には鳳凰が舞う。
⑦大師堂（明治13年築）▶
　３間角の母屋に向拝。丸
柱、平斗組、二重軒。屋根は
向拝付きの寄棟流れ造り、
瓦葺き。簡素な美しい形の
建物である。

あげいし

【当日のワークショップ】
日時：令和６年11月4日（月・祝）13：30～16：30
会場：来良夢（伊予市灘町７）とその周辺
参加：郡中小学校１年生２名

翠小学校５年生３名、６年生１名
松前小学校６年生１名
松山南高等学校１年生２名
済美高等学校２年生１名・保護者３名

スタッフ：建築士会文化財・まちづくり委員会４名
　　　　　建築士会伊予支部３名
　　　　　建築士会サポートの会４名
　　　　　建築家協会愛媛地域会４名
当日のスケジュール：
13：30　文化財・まちづくり委員会委員長 峰岡 挨拶
13：35　当日のスケジュール・目標　眞田井説明
　「郡中に住んでいる人、訪れる人が ちょっぴりor

たっぷり ハッピーになる提案をしよう！」
　　郡中の歴史　峰岡説明
　　グループワーク
　　　自己紹介、役割分担決め（撮影、指し棒）
　　　インスタントカメラの使い方の練習など
14：00　まち歩き
14：00　インスタントカメラで「タカラ」と「アラ」
14：00　を撮影
15：00　休憩
15：10　模造紙「タカラ」と「アラ」の写真を貼り
15：10　付け、付箋に説明を記入
15：40　模造紙に「郡中に住んでいる人、訪れる人
15：10　がちょっぴりorたっぷり ハッピーになる
15：10　提案」を書き足す
16：00　各班発表
16：30　建築家協会愛媛地域会会長　岡村 挨拶
　　 　　　記念撮影

▲３班と４班のルート（郡中まち歩きマップより）

▲１班と２班のルート（郡中まち歩きマップより）

▲「タカラ」と「アラ」を写真に撮りました

▲郡中の歴史紹介
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葺き。向拝屋根は唐破風造り、檜皮葺。彫刻では正面に
出鼻獅子、左右にバク、中央蟇股に竜を配し正面向拝懸
魚には鳳凰が舞う。
⑦大師堂（明治13年築）▶
　３間角の母屋に向拝。丸
柱、平斗組、二重軒。屋根は
向拝付きの寄棟流れ造り、
瓦葺き。簡素な美しい形の
建物である。

あげいし

【当日のワークショップ】
日時：令和６年11月4日（月・祝）13：30～16：30
会場：来良夢（伊予市灘町７）とその周辺
参加：郡中小学校１年生２名

翠小学校５年生３名、６年生１名
松前小学校６年生１名
松山南高等学校１年生２名
済美高等学校２年生１名・保護者３名

スタッフ：建築士会文化財・まちづくり委員会４名
　　　　　建築士会伊予支部３名
　　　　　建築士会サポートの会４名
　　　　　建築家協会愛媛地域会４名
当日のスケジュール：
13：30　文化財・まちづくり委員会委員長 峰岡 挨拶
13：35　当日のスケジュール・目標　眞田井説明
　「郡中に住んでいる人、訪れる人が ちょっぴりor

たっぷり ハッピーになる提案をしよう！」
　　郡中の歴史　峰岡説明
　　グループワーク
　　　自己紹介、役割分担決め（撮影、指し棒）
　　　インスタントカメラの使い方の練習など
14：00　まち歩き
14：00　インスタントカメラで「タカラ」と「アラ」
14：00　を撮影
15：00　休憩
15：10　模造紙「タカラ」と「アラ」の写真を貼り
15：10　付け、付箋に説明を記入
15：40　模造紙に「郡中に住んでいる人、訪れる人
15：10　がちょっぴりorたっぷり ハッピーになる
15：10　提案」を書き足す
16：00　各班発表
16：30　建築家協会愛媛地域会会長　岡村 挨拶
　　 　　　記念撮影

▲３班と４班のルート（郡中まち歩きマップより）

▲１班と２班のルート（郡中まち歩きマップより）

▲「タカラ」と「アラ」を写真に撮りました

▲郡中の歴史紹介



委員会報告［Ishizuchi2025.1］19

委員会報告

Ehime Kenchikushi

6

委員会報告 ［Ishizuchi2025.1］ 20

委員会報告

Ehime Kenchikushi

6
令和６年度中四国ブロック
若手建築志（士）交流会in愛媛報告

▲徳田さんの茶室にも入らせていただきました。躙口から入るの
▲は初体験でした！

▲記念撮影

▲４班それぞれ考えたことを発表していただきました
赤い付箋は「タカラ」青い付箋は「アラ」黄色い付箋は「提案」です

▲「郡中に住んでいる人、訪れる人が ちょっぴりorたっぷり ハッ
▲ピーになる提案」を書き足しています

　提案の中には、以下のようなワクワクするような提案
が出てきております。
＜空き地の活用＞
・子どもが遊べる公園や広場になったらいいな
・芝生＋山羊＋ブランコ＋ジャングルジム
・木登り、どんぐり拾い、ビオトープ
・鬼ごっこ、走れるところ、タイヤの山
＜一休みスポット＞
・ベンチをあちらこちらに
＜古いものの活用＞
・お風呂屋さん
・古い家、古い蔵
・郡中の伝統や昔ながらのものを守る
・レトロなお店がこのまま続きますように
・かつての「アラ」も今は「タカラ」

＜道路の整備＞
・一方通行にして両側に歩道を作る
・商店街を歩いて回れるようになったらいい
・道を広くしたらいい
・道が狭い方がいい
・光がないと目立たないから街灯があればいい
・この付近のタイルが独特なこのタイルになればいい
＜観光＞
・説明している看板が欲しい
・散歩のコースを考える
・川の跡がもっと見えるようにしたい
・見つけた「タカラ」がよく見える場所になったらいい
・ＱＲコードでまち案内があるといい
・お菓子などが食べられる場所が欲しい

今後は、この内容を伊予市武智市長に持っていき、
１）すでに実施していること
２）実施の予定があること
３）実施を検討してもよいと思われること
などに振り分けていただき、子どもたちに市長からの返
答をお届けする予定です。また、参加してくれた子ども
たちには「まち育て参画賞」を授与する予定です。
　ワークショップの後、子どもたちから「本当に公園が
できるのかな～」と期待感を持ってくれているというご
連絡がありました。『まち育ては人育て』―自分達の提
案したことが今後どのようにまち育てにつながっていく
か、長い目で応援していきたいと思います。

▲「タカラ」と「アラ」の写真を貼って、付箋に説明を書いています

開催日：令和６年９月21日（土）～22日（日） 
場　　所：四国中央市、新居浜市、西条市
参加人数：他県50名＋愛媛県15名 

　令和６年度中四国ブロック若手建築志（士）交流会in愛
媛が開催されました。
　１日目に、四国中央市の紙のまち資料館で手漉き和紙
づくり体験、川之江ふれあい交流センターで水引体験を
行いました。16～17人を１班として、３班で順番に手
漉き体験をおこない、他の２班が水引体験をおこなう形
でした。手漉き体験でははがき作りを行い、職員の方の
説明を受けながら、手漉き、脱水、乾燥の各工程を体験
していただきました。

実行委員長　遠藤　彰騎

　水引体験では、講師の方の指導のもと水引細工を作り、
その水引細工をうちわに固定してオリジナルのうちわを
つくりました。和気あいあいとした雰囲気で、水引細工
を楽しんでくれました。

　四国中央市での体験終了後、新居浜市の『みなと』で交
流会を行いました。普段話すことのできない他県の方 と々意
見交換などを行うことができ、有意義な時間となりました。

　２日目は、西条市日本基督教団　西条栄光教会と栄光幼
稚園の見学会を行いました。講師として今治支部の長井
さんと西条支部の高木さんに、改修工事等の内容につい
ての説明をしていただきました。

　西条栄光教会と栄光幼稚園の見学終了をもって、今回
の若手建築士交流会は終了となりました。参加者の皆さ
んには、最後まで楽しんでいただけたようでした。
　今回の交流会では、初めて実行委員長のような役職を
拝命したため、当日バタバタとしてしまい、スタッフと
して参加してくれた愛媛県の皆さんに、ご迷惑をお掛け
した部分もあったかと思います。今回の経験を、今後の
建築士会の活動に活かしていきたいと思います。
　最後に、若手建築志（士）交流会in愛媛に参加してくだ
さった参加者の皆さんと、愛媛県のスタッフの皆さんに
お礼を申し上げます。本当にありがとうございました。

▲手漉き和紙づくり体験の様子

▲講師の方を含めての集合写真

▲懇親会での集合写真

▲西条栄光教会見学の様子
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▲徳田さんの茶室にも入らせていただきました。躙口から入るの
▲は初体験でした！

▲記念撮影

▲４班それぞれ考えたことを発表していただきました
赤い付箋は「タカラ」青い付箋は「アラ」黄色い付箋は「提案」です

▲「郡中に住んでいる人、訪れる人が ちょっぴりorたっぷり ハッ
▲ピーになる提案」を書き足しています

　提案の中には、以下のようなワクワクするような提案
が出てきております。
＜空き地の活用＞
・子どもが遊べる公園や広場になったらいいな
・芝生＋山羊＋ブランコ＋ジャングルジム
・木登り、どんぐり拾い、ビオトープ
・鬼ごっこ、走れるところ、タイヤの山

＜一休みスポット＞
・ベンチをあちらこちらに

＜古いものの活用＞
・お風呂屋さん
・古い家、古い蔵
・郡中の伝統や昔ながらのものを守る
・レトロなお店がこのまま続きますように
・かつての「アラ」も今は「タカラ」

＜道路の整備＞
・一方通行にして両側に歩道を作る
・商店街を歩いて回れるようになったらいい
・道を広くしたらいい
・道が狭い方がいい
・光がないと目立たないから街灯があればいい
・この付近のタイルが独特なこのタイルになればいい

＜観光＞
・説明している看板が欲しい
・散歩のコースを考える
・川の跡がもっと見えるようにしたい
・見つけた「タカラ」がよく見える場所になったらいい
・ＱＲコードでまち案内があるといい
・お菓子などが食べられる場所が欲しい

今後は、この内容を伊予市武智市長に持っていき、
１）すでに実施していること
２）実施の予定があること
３）実施を検討してもよいと思われること
などに振り分けていただき、子どもたちに市長からの返
答をお届けする予定です。また、参加してくれた子ども
たちには「まち育て参画賞」を授与する予定です。
　ワークショップの後、子どもたちから「本当に公園が
できるのかな～」と期待感を持ってくれているというご
連絡がありました。『まち育ては人育て』―自分達の提
案したことが今後どのようにまち育てにつながっていく
か、長い目で応援していきたいと思います。

▲「タカラ」と「アラ」の写真を貼って、付箋に説明を書いています

開催日：令和６年９月21日（土）～22日（日） 
場　　所：四国中央市、新居浜市、西条市
参加人数：他県50名＋愛媛県15名 

　令和６年度中四国ブロック若手建築志（士）交流会in愛
媛が開催されました。
　１日目に、四国中央市の紙のまち資料館で手漉き和紙
づくり体験、川之江ふれあい交流センターで水引体験を
行いました。16～17人を１班として、３班で順番に手
漉き体験をおこない、他の２班が水引体験をおこなう形
でした。手漉き体験でははがき作りを行い、職員の方の
説明を受けながら、手漉き、脱水、乾燥の各工程を体験
していただきました。

実行委員長　遠藤　彰騎

　水引体験では、講師の方の指導のもと水引細工を作り、
その水引細工をうちわに固定してオリジナルのうちわを
つくりました。和気あいあいとした雰囲気で、水引細工
を楽しんでくれました。

　四国中央市での体験終了後、新居浜市の『みなと』で交
流会を行いました。普段話すことのできない他県の方 と々意
見交換などを行うことができ、有意義な時間となりました。

　２日目は、西条市日本基督教団　西条栄光教会と栄光幼
稚園の見学会を行いました。講師として今治支部の長井
さんと西条支部の高木さんに、改修工事等の内容につい
ての説明をしていただきました。

　西条栄光教会と栄光幼稚園の見学終了をもって、今回
の若手建築士交流会は終了となりました。参加者の皆さ
んには、最後まで楽しんでいただけたようでした。
　今回の交流会では、初めて実行委員長のような役職を
拝命したため、当日バタバタとしてしまい、スタッフと
して参加してくれた愛媛県の皆さんに、ご迷惑をお掛け
した部分もあったかと思います。今回の経験を、今後の
建築士会の活動に活かしていきたいと思います。
　最後に、若手建築志（士）交流会in愛媛に参加してくだ
さった参加者の皆さんと、愛媛県のスタッフの皆さんに
お礼を申し上げます。本当にありがとうございました。

▲手漉き和紙づくり体験の様子

▲講師の方を含めての集合写真

▲懇親会での集合写真

▲西条栄光教会見学の様子
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　今年の建築士会ソフトバレー大会では、前回最下位の
汚名を晴らすため２チーム編成し、全体練習も月に２回
行い気持ちは万全の状態で挑みました。
　予選リーグで２試合敗北、最下位トーナメント初戦で
も惜しい試合をものにできず敗北、最終戦は力を出し切
れないまま敗北し、２年連続最下位、２年連続全敗とい
う不名誉な結果に終わりました。正直、この結果を受け
て悔しさや無力感が湧き上がる一方で、多くの学びと次
への課題が明確になった大会だったと感じています。
　最下位トーナメントの初戦では、同点で迎えた最後の
１点を取った方が勝つという状況に持ち込むことができ
ました。試合時間ギリギリまで粘り、チーム全員が勝利
を目指して全力を尽くした姿勢には、自分たちの成長を
感じる場面もありました。しかし、結果としてその１点
を取ることができず敗北してしまったことは、悔しさが
残る瞬間でした。あと少しの集中力や冷静な判断ができ
ていれば、違う結果になっていたかもしれないと思うと、
改めて勝負の厳しさを実感しました。
　この試合で痛感したのは、勝負の場では「最後の１点を
取る力」がいかに重要かということです。それは単なる技
術力ではなく、試合の流れを読む力や、プレッシャーの中
で冷静さを保つメンタルの強さが大きく影響するのだと
感じました。また、練習や試合を通じて、そのような場面
に対応する経験をもっと積む必要があると痛感しました。
　最下位トーナメント最終戦では、初戦の接戦で力を出
し切った反動もあり、集中力や気持ちが途切れてしまっ
た感が否めません。試合に入る前から、どこか消極的な
ムードがチーム全体に漂っており、結果として、自分た
ちのペースを作ることができないまま試合が進んでしま
いました。ここで感じたのは、体力だけでなく、気持ち
を切り替えて試合に臨む「精神的な持久力」の必要性で
す。どれだけ疲れていても、一つの試合ごとに気持ちを
リセットし、次の試合に全力で挑むための意識を持つこ
とが大切だと感じました。

２年連続最下位、２年連続全敗の結果を受けて
　今回の結果は、勝負の世界の厳しさを教えてくれる一
方で、自分たちの課題を明確に示してくれました。今年
の結果は、技術や戦術の不足だけでなく、試合運びの工夫
やメンタル面の課題、そして練習環境の改善が必要であ
ることを教えてくれたように思います。しかし、同時に
この大会で得られたものも多くありました。チーム全員
が一つの目標に向かって声を掛け合い、粘り強くプレー
したことは、たとえ最下位であっても誇れる成果です。
また、大会を通じて、仕事の場とは異なる形でメンバー
と協力し合い、支え合う時間は、普段の職場では得られ
ない特別な経験でした。

次回に向けて
　２年連続最下位＆全敗という悔しい結果を単なる敗北
として終わらせるのではなく、次回への糧とすることが
大切だと思います。まずは、練習時間の確保やメンバー
全員が参加できる練習環境の整備を考えたいです。また、
勝利を目指すだけでなく、試合そのものを楽しみ、最後
まで諦めない姿勢を持ち続けることが、次回以降の大会
での成績向上につながると信じています。
　次回の大会では、一つでも多くの勝利を目指し、チー
ム全員で努力を重ねていきたいと思います。この２年間
の悔しさを原動力に変え、より強いチームとして戻って
くることを目標にしています。そして、何よりも建築士
会の仲間とともに、この大会を通じてさらに深い絆を築
けることを楽しみにしています。

青年委員会主催
「支部対抗ソフトバレーボール大会」

開催日：令和６年11月16日（土）
会　場：川内体育センター（東温市北方）
参加者：94名（12チーム）

　11月16日（土）に青年委員会主催の「支部対抗ソフト
バレーボール大会」が東温市の川内体育センターで行わ
れました。12チームの参加があり、松山支部からは松山
Ａ・Ｂ・Ｃの３チームでの出場でした。
　昨年の松山Ａチームの成績が良くなく、打ち上げの席
で、Ｂチームに降格でしょ…と言われていたので、今年
は朝から気合を入れて頑張ろう！とメンバーといろいろ
作戦を考えました。
　リーグの抽選で、幸か不幸か第１試合が松山Ｃ（安藤）
チームと対戦となりました。普段一緒に練習しているこ
ともあり、「なんとなーく勝てるだろうな（笑）」と思い試
合に挑みました。が、Ｃチームの団結力に苦戦する羽目
となりましたが、なんとか勝つことができました。
　２試合目は四国中央Ｂチームとの対戦でした。四国中
央Ｂチームは昨年最下位だったので、「今回も勝てるだろ
うな…」と思いましたが、１試合目の苦戦もあり、油断
せずに挑むことで無事に勝つことができました。
　３試合目は四国中央Ａチームとの対戦でした。準決勝
の試合でしたが、「四中Ａは強い。」ということを試合前
に聞き、気合を入れて挑みました。試合の序盤で、５点
差もつけられて負けていたので、「あー、負けたかなぁ
…」と思っていましたが、松岡さんのサーブが連続で決
まり、同点にまで持ち込め、「勝てるんじゃないかな！！」
という気持ちに切り替わりました。その後は１点２点の
接戦で試合が進み、残り30秒くらいで１点差で勝って
たので、「勝てる！」と思いましたが、試合終了時に同点
に持ち込まれ、サドンデスの試合となりました。メンバー
みんなで気合マックスで挑み、最後は宇都宮さんのアタッ
クで決まり。のはずでしたが、ラインズマンが旗を上げて
る？？いや、ここから見てもインだったような…。「え？？？」
となりましたが、ラインズマンの誤審ということが分か

松山支部　松山Ａチーム　松平　定真
り、なんとか勝つことができました。
　４試合目の決勝は西条Ａチームとの対戦でした。３試
合目でみんな疲れ切っていましたが、強いチームとの勝
利の後だったので、落ち着いて試合が進み、優勝を手に
することができました。
　毎年のことですが、今年はかなりの緊張感も味わいま
した。楽しかったです。２連覇を狙えるよう、練習も欠
かさずしたいなと思います。ただ自分も含め、高齢化の
波が来ているような気がします。来年はもっと若手が増
えるようにできたらなと思います。
　最後になりますが、準備・運営でいろいろ動いてもらっ
た、武智青年委員長はじめ、青年委員のみなさん、あり
がとうございました。また、参加された各支部のみなさ
んと事務所協会チームのみなさん、お疲れさまでした。
　来年もよろしくお願いいたします。

優勝報告

ソフトバレー大会の結果を振り返って 四国中央支部事務局　三好　宏享

▲花岡支部長ナイストス ▼優勝メンバーと祝賀会 結果順位
▲四国中央Ａチームの試合風景

▲四国中央Ａ・Ｂメンバーで記念撮影

松山Ｃ
新居浜
伊予
今治

事務所協会
四国中央Ｂ

松山Ａ
西条Ｂ
四国中央Ａ
西条Ａ
宇和島
松山Ｂ

優勝
２位
３位
４位
５位
６位

７位
８位
９位
10位
11位
12位



委員会報告［Ishizuchi2025.1］21

委員会報告

Ehime Kenchikushi

6

委員会報告 ［Ishizuchi2025.1］ 22

委員会報告

Ehime Kenchikushi

6
　今年の建築士会ソフトバレー大会では、前回最下位の
汚名を晴らすため２チーム編成し、全体練習も月に２回
行い気持ちは万全の状態で挑みました。
　予選リーグで２試合敗北、最下位トーナメント初戦で
も惜しい試合をものにできず敗北、最終戦は力を出し切
れないまま敗北し、２年連続最下位、２年連続全敗とい
う不名誉な結果に終わりました。正直、この結果を受け
て悔しさや無力感が湧き上がる一方で、多くの学びと次
への課題が明確になった大会だったと感じています。
　最下位トーナメントの初戦では、同点で迎えた最後の
１点を取った方が勝つという状況に持ち込むことができ
ました。試合時間ギリギリまで粘り、チーム全員が勝利
を目指して全力を尽くした姿勢には、自分たちの成長を
感じる場面もありました。しかし、結果としてその１点
を取ることができず敗北してしまったことは、悔しさが
残る瞬間でした。あと少しの集中力や冷静な判断ができ
ていれば、違う結果になっていたかもしれないと思うと、
改めて勝負の厳しさを実感しました。
　この試合で痛感したのは、勝負の場では「最後の１点を
取る力」がいかに重要かということです。それは単なる技
術力ではなく、試合の流れを読む力や、プレッシャーの中
で冷静さを保つメンタルの強さが大きく影響するのだと
感じました。また、練習や試合を通じて、そのような場面
に対応する経験をもっと積む必要があると痛感しました。
　最下位トーナメント最終戦では、初戦の接戦で力を出
し切った反動もあり、集中力や気持ちが途切れてしまっ
た感が否めません。試合に入る前から、どこか消極的な
ムードがチーム全体に漂っており、結果として、自分た
ちのペースを作ることができないまま試合が進んでしま
いました。ここで感じたのは、体力だけでなく、気持ち
を切り替えて試合に臨む「精神的な持久力」の必要性で
す。どれだけ疲れていても、一つの試合ごとに気持ちを
リセットし、次の試合に全力で挑むための意識を持つこ
とが大切だと感じました。

２年連続最下位、２年連続全敗の結果を受けて
　今回の結果は、勝負の世界の厳しさを教えてくれる一
方で、自分たちの課題を明確に示してくれました。今年
の結果は、技術や戦術の不足だけでなく、試合運びの工夫
やメンタル面の課題、そして練習環境の改善が必要であ
ることを教えてくれたように思います。しかし、同時に
この大会で得られたものも多くありました。チーム全員
が一つの目標に向かって声を掛け合い、粘り強くプレー
したことは、たとえ最下位であっても誇れる成果です。
また、大会を通じて、仕事の場とは異なる形でメンバー
と協力し合い、支え合う時間は、普段の職場では得られ
ない特別な経験でした。

次回に向けて
　２年連続最下位＆全敗という悔しい結果を単なる敗北
として終わらせるのではなく、次回への糧とすることが
大切だと思います。まずは、練習時間の確保やメンバー
全員が参加できる練習環境の整備を考えたいです。また、
勝利を目指すだけでなく、試合そのものを楽しみ、最後
まで諦めない姿勢を持ち続けることが、次回以降の大会
での成績向上につながると信じています。
　次回の大会では、一つでも多くの勝利を目指し、チー
ム全員で努力を重ねていきたいと思います。この２年間
の悔しさを原動力に変え、より強いチームとして戻って
くることを目標にしています。そして、何よりも建築士
会の仲間とともに、この大会を通じてさらに深い絆を築
けることを楽しみにしています。

青年委員会主催
「支部対抗ソフトバレーボール大会」

開催日：令和６年11月16日（土）
会　場：川内体育センター（東温市北方）
参加者：94名（12チーム）

　11月16日（土）に青年委員会主催の「支部対抗ソフト
バレーボール大会」が東温市の川内体育センターで行わ
れました。12チームの参加があり、松山支部からは松山
Ａ・Ｂ・Ｃの３チームでの出場でした。
　昨年の松山Ａチームの成績が良くなく、打ち上げの席
で、Ｂチームに降格でしょ…と言われていたので、今年
は朝から気合を入れて頑張ろう！とメンバーといろいろ
作戦を考えました。
　リーグの抽選で、幸か不幸か第１試合が松山Ｃ（安藤）
チームと対戦となりました。普段一緒に練習しているこ
ともあり、「なんとなーく勝てるだろうな（笑）」と思い試
合に挑みました。が、Ｃチームの団結力に苦戦する羽目
となりましたが、なんとか勝つことができました。
　２試合目は四国中央Ｂチームとの対戦でした。四国中
央Ｂチームは昨年最下位だったので、「今回も勝てるだろ
うな…」と思いましたが、１試合目の苦戦もあり、油断
せずに挑むことで無事に勝つことができました。
　３試合目は四国中央Ａチームとの対戦でした。準決勝
の試合でしたが、「四中Ａは強い。」ということを試合前
に聞き、気合を入れて挑みました。試合の序盤で、５点
差もつけられて負けていたので、「あー、負けたかなぁ
…」と思っていましたが、松岡さんのサーブが連続で決
まり、同点にまで持ち込め、「勝てるんじゃないかな！！」
という気持ちに切り替わりました。その後は１点２点の
接戦で試合が進み、残り30秒くらいで１点差で勝って
たので、「勝てる！」と思いましたが、試合終了時に同点
に持ち込まれ、サドンデスの試合となりました。メンバー
みんなで気合マックスで挑み、最後は宇都宮さんのアタッ
クで決まり。のはずでしたが、ラインズマンが旗を上げて
る？？いや、ここから見てもインだったような…。「え？？？」
となりましたが、ラインズマンの誤審ということが分か

松山支部　松山Ａチーム　松平　定真
り、なんとか勝つことができました。
　４試合目の決勝は西条Ａチームとの対戦でした。３試
合目でみんな疲れ切っていましたが、強いチームとの勝
利の後だったので、落ち着いて試合が進み、優勝を手に
することができました。
　毎年のことですが、今年はかなりの緊張感も味わいま
した。楽しかったです。２連覇を狙えるよう、練習も欠
かさずしたいなと思います。ただ自分も含め、高齢化の
波が来ているような気がします。来年はもっと若手が増
えるようにできたらなと思います。
　最後になりますが、準備・運営でいろいろ動いてもらっ
た、武智青年委員長はじめ、青年委員のみなさん、あり
がとうございました。また、参加された各支部のみなさ
んと事務所協会チームのみなさん、お疲れさまでした。
　来年もよろしくお願いいたします。

優勝報告

ソフトバレー大会の結果を振り返って 四国中央支部事務局　三好　宏享

▲花岡支部長ナイストス ▼優勝メンバーと祝賀会 結果順位
▲四国中央Ａチームの試合風景

▲四国中央Ａ・Ｂメンバーで記念撮影

松山Ｃ
新居浜
伊予
今治

事務所協会
四国中央Ｂ

松山Ａ
西条Ｂ
四国中央Ａ
西条Ａ
宇和島
松山Ｂ
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開 催 日：令和６年８月４日（日）
開催場所：浮穴公民館
参 加 者：浮穴小学校児童13名＋保護者

スタッフ13名

　松山支部では、建築士の日の行事として子供達を対象
とした「家づくり体験　建築模型づくり」を夏休みの期間
中に毎年開催しています。
　今年度は浮穴公民館から依頼を受けて、松山市が定め
る「まつやまこどもの日」の事業体験学習の一環として、
浮穴小学校の児童を対象にして開催いたしました。
　浮穴小学校の１年生から６年生まで合計13名の子供達
が参加してくれました。
　作業時間については、午前と午後の５～６時間程必要
なのですが、低学年の子供の参加もあり、集中力の問題
や会場の都合などで10時からお昼までの２時間の開催と
しました。
　建築士会の私たちが建築模型を作る場合でも、結構な
時間が掛かります。それが初参加の子供達が、初めての
模型作りです。真っ白なスチレンボードに設計図を貼り
付け、カッターで切るところからとなると、なかなか時
間が掛かります。私達スタッフがお手伝いしながらの作
業でも、昨年までの状況では、何とか真っ白い建物が形
になった所で終了の時間が来てしまい、その後の建物の
装飾、外構や庭廻りの飾り付の作業が出来ない子供達が
いました。
　子供達が作る家の模型なので、家の形はシンプルな物
にしています。外構の飾り付けなどで個人個人のオリジ
ナリティーが出てきます。その作業に時間を掛けられる
様に、今年は私達スタッフが家の模型のパーツのカット
まで事前準備し、子供達は組み立てるところから作業が
スタートする仕組みとしました。
　その結果、今回はほとんどの子供達は１時間程度で何
とか家の形になりました。

　その後の建物の装飾、外構の飾り付けの作業がこの建
築模型作りの面白いところです。

建築士の日の行事
「家づくり体験　建築模型づくり」

故郷の建築と防災を考える出張セミナー
「愛媛で起こりうる災害ワークショップ」

松山支部　青年・女性委員会　委員長　白石　学 　板金屋根に見える様な材料、芝生に見える様な材料な
ど、いろいろな想定できる材料を準備していました。
　子供達の作業を見ていると、私達は壁の素材だろうな
と考えていた物を屋根の材料に使ったり、凄い発想だと
思ったのは、水色のセロハンを丸く切ってその周りに石
の様な材料を並べて縁を作り、その中に透明のボンドを
流し込んでいく子供がいました。何が出来たか解ります
か？それは水面が波打った様な池だったのです！
　準備した材料を使って、私達には思いもつかない子供
達の自由な発想で、楽しそうに装飾していました。

　終了時間の頃に、「もう少しで終わりなので片付けをお
願いします。」と言っても「もう少ししたい」と言う子供
もいました。
　最後は子供達の作った家の模型を全て並べて、オリジ
ナルの街を作って記念撮影し、無事に終了しました。

　この建築士の日の行事に参加した子供達の中から建築
が面白そうと興味を持ってもらい、将来建築関係の仕事
についてもらえたらと、そしてその中から愛媛県建築士
会の会員が出てくる事を夢みています。　
　建築士会の会員の減少や、建設関係の技術者の減少の
話ばかりですが、愛媛県にも大学の建築学科が開設され
るとの嬉しい噂が届く中、今後も子供達を対象とした行
事を継続したいと思っています。
　当日のスタッフならびに事前の準備にご参加された建
築士会の会員の皆様お疲れ様でした。
　関係者の皆様へ、心より感謝申し上げます。

▲子供達とスタッフ

日時：令和６年８月７日（水）９：00～11：00
場所：松前町役場２階会議室
講師：愛媛大学防災情報研究センター

愛媛大学社会共創学部　副センター長
二神　透　准教授

参加者：伊予高等学校学生６名　教諭：２名
　　　　松前町職員４名

　今年７月12日に松山城のお城山で大雨による土砂崩れ
が発生し、８月８日には宮崎県日向灘沖を震源とする、最
大震度６弱の地震が発生し、気象庁は南海トラフ地震臨
時情報の「巨大地震注意」を初めて発表しました。
　そんな折、愛媛大学社会共創学部・二神透准教授を招
いて「愛媛で起こりうる災害」と題して、高校生を主体
に防災セミナー＆ワークショップを開催しました。

松山支部研修･技術委員長　相原　昌彦

▲立ち入り禁止の穴水町穴水小学校

▲セミナー風景

▲倒壊した内灘町の家屋を調査する二神准教授

▲路面から飛び出した輪島市のマンホール

▲集合写真

▲スタッフ

▲子供達と

▲スタッフ集合

▲いろんな材料

　南海トラフ地震は1605年　慶長地震～147年後の安
政南海地震～90年後の昭和南海地震と100～150年周
期で発生しています。愛媛県では南海トラフ地震が発生
した場合の最大震度は６強～７と予想しています。

　二神先生が最大震度７を記録した能登半島地震の被害
状況を撮影した写真をもとにその様子を説明しました。
新耐震前に建築されたと思われる木造住宅は倒壊し、Ｒ
Ｃ造３階建ての小学校でも、応急危険度判定により「危
険」と判断される被害を受けていました。学校施設は緊
急時の避難場所に指定されているので「質実剛健」で設
計されていますが、そんな施設までも…。改めて震度７
の桁違いの破壊的なエネルギーが分かります。 

　能登半島地震は地盤の液状化も被害を大きくした要因
と思われます。路面から浮き出たマンホールや、道路の
左右で傾斜している路面等、インフラにも大きな被害が
ありました。県内に目を向けると、ほとんどの平野部は
液状化危険度判定で「極めて高い」と判定されています。
これらのお話しを聞いていると、建築士として出来るこ
とは、限られていると感じました。 

　2018年７月に発生した西日本豪雨災害から６年が経
過しましたが復興半ばです。これを受けて2021年に「大
雨警戒レベル」が変わりました。「警戒レベル２」までは
気象台、「警戒レベル３」以降は市町が発令します。
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開 催 日：令和６年８月４日（日）
開催場所：浮穴公民館
参 加 者：浮穴小学校児童13名＋保護者

スタッフ13名

　松山支部では、建築士の日の行事として子供達を対象
とした「家づくり体験　建築模型づくり」を夏休みの期間
中に毎年開催しています。
　今年度は浮穴公民館から依頼を受けて、松山市が定め
る「まつやまこどもの日」の事業体験学習の一環として、
浮穴小学校の児童を対象にして開催いたしました。
　浮穴小学校の１年生から６年生まで合計13名の子供達
が参加してくれました。
　作業時間については、午前と午後の５～６時間程必要
なのですが、低学年の子供の参加もあり、集中力の問題
や会場の都合などで10時からお昼までの２時間の開催と
しました。
　建築士会の私たちが建築模型を作る場合でも、結構な
時間が掛かります。それが初参加の子供達が、初めての
模型作りです。真っ白なスチレンボードに設計図を貼り
付け、カッターで切るところからとなると、なかなか時
間が掛かります。私達スタッフがお手伝いしながらの作
業でも、昨年までの状況では、何とか真っ白い建物が形
になった所で終了の時間が来てしまい、その後の建物の
装飾、外構や庭廻りの飾り付の作業が出来ない子供達が
いました。
　子供達が作る家の模型なので、家の形はシンプルな物
にしています。外構の飾り付けなどで個人個人のオリジ
ナリティーが出てきます。その作業に時間を掛けられる
様に、今年は私達スタッフが家の模型のパーツのカット
まで事前準備し、子供達は組み立てるところから作業が
スタートする仕組みとしました。
　その結果、今回はほとんどの子供達は１時間程度で何
とか家の形になりました。

　その後の建物の装飾、外構の飾り付けの作業がこの建
築模型作りの面白いところです。

建築士の日の行事
「家づくり体験　建築模型づくり」

故郷の建築と防災を考える出張セミナー
「愛媛で起こりうる災害ワークショップ」

松山支部　青年・女性委員会　委員長　白石　学 　板金屋根に見える様な材料、芝生に見える様な材料な
ど、いろいろな想定できる材料を準備していました。
　子供達の作業を見ていると、私達は壁の素材だろうな
と考えていた物を屋根の材料に使ったり、凄い発想だと
思ったのは、水色のセロハンを丸く切ってその周りに石
の様な材料を並べて縁を作り、その中に透明のボンドを
流し込んでいく子供がいました。何が出来たか解ります
か？それは水面が波打った様な池だったのです！
　準備した材料を使って、私達には思いもつかない子供
達の自由な発想で、楽しそうに装飾していました。

　終了時間の頃に、「もう少しで終わりなので片付けをお
願いします。」と言っても「もう少ししたい」と言う子供
もいました。
　最後は子供達の作った家の模型を全て並べて、オリジ
ナルの街を作って記念撮影し、無事に終了しました。

　この建築士の日の行事に参加した子供達の中から建築
が面白そうと興味を持ってもらい、将来建築関係の仕事
についてもらえたらと、そしてその中から愛媛県建築士
会の会員が出てくる事を夢みています。　
　建築士会の会員の減少や、建設関係の技術者の減少の
話ばかりですが、愛媛県にも大学の建築学科が開設され
るとの嬉しい噂が届く中、今後も子供達を対象とした行
事を継続したいと思っています。
　当日のスタッフならびに事前の準備にご参加された建
築士会の会員の皆様お疲れ様でした。
　関係者の皆様へ、心より感謝申し上げます。

▲子供達とスタッフ

日時：令和６年８月７日（水）９：00～11：00
場所：松前町役場２階会議室
講師：愛媛大学防災情報研究センター

愛媛大学社会共創学部　副センター長
二神　透　准教授

参加者：伊予高等学校学生６名　教諭：２名
　　　　松前町職員４名

　今年７月12日に松山城のお城山で大雨による土砂崩れ
が発生し、８月８日には宮崎県日向灘沖を震源とする、最
大震度６弱の地震が発生し、気象庁は南海トラフ地震臨
時情報の「巨大地震注意」を初めて発表しました。
　そんな折、愛媛大学社会共創学部・二神透准教授を招
いて「愛媛で起こりうる災害」と題して、高校生を主体
に防災セミナー＆ワークショップを開催しました。

松山支部研修･技術委員長　相原　昌彦

▲立ち入り禁止の穴水町穴水小学校

▲セミナー風景

▲倒壊した内灘町の家屋を調査する二神准教授

▲路面から飛び出した輪島市のマンホール

▲集合写真

▲スタッフ

▲子供達と

▲スタッフ集合

▲いろんな材料

　南海トラフ地震は1605年　慶長地震～147年後の安
政南海地震～90年後の昭和南海地震と100～150年周
期で発生しています。愛媛県では南海トラフ地震が発生
した場合の最大震度は６強～７と予想しています。

　二神先生が最大震度７を記録した能登半島地震の被害
状況を撮影した写真をもとにその様子を説明しました。
新耐震前に建築されたと思われる木造住宅は倒壊し、Ｒ
Ｃ造３階建ての小学校でも、応急危険度判定により「危
険」と判断される被害を受けていました。学校施設は緊
急時の避難場所に指定されているので「質実剛健」で設
計されていますが、そんな施設までも…。改めて震度７
の桁違いの破壊的なエネルギーが分かります。 

　能登半島地震は地盤の液状化も被害を大きくした要因
と思われます。路面から浮き出たマンホールや、道路の
左右で傾斜している路面等、インフラにも大きな被害が
ありました。県内に目を向けると、ほとんどの平野部は
液状化危険度判定で「極めて高い」と判定されています。
これらのお話しを聞いていると、建築士として出来るこ
とは、限られていると感じました。 

　2018年７月に発生した西日本豪雨災害から６年が経
過しましたが復興半ばです。これを受けて2021年に「大
雨警戒レベル」が変わりました。「警戒レベル２」までは
気象台、「警戒レベル３」以降は市町が発令します。
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令和６年度第５回理事会概要報告

警戒レベル１：早期注意情報で災害への心構え
警戒レベル２：避難行動を確認
警戒レベル３：高齢者や障がい者等は避難
警戒レベル４：全員が避難
警戒レベル５：災害の発生・切迫

　お城山の土砂災害が未明に発生しましたが、土砂災害
に関する「警戒レベル５緊急安全確保」を発令したのは
午前５：00でした。高齢者等避難となる「警戒レベル３」
からは気象台ではなく市町が発令するので、情報の入手
経路の再確認が必要です。大雨災害は時々刻々と変化す
るので、夜間に雨が降り続く場合は、日没前に避難行動
へ移る決断力とフットワークが重要だと思います。
　愛媛で起こりうる災害の講義を踏まえて「地域の防災
力を高めるには」をテーマにワークショップをしました。
・先生･生徒、大人･子供関係なく主体的に参加
・体感･分析･概念化し学び続けるプロセスを重視
・お互いから学び合う相互作用
　ファシリテーター（進行促進役）を決めて思いつくま
まに「一人10項目提案！」を条件に開始しました。

日時：令和６年11月15日（金）15：30～16：20
場所：愛媛県建築士会館　１階　会議室
議長：定款第34条の規定により尾藤会長が議長となる。
議案：第１号から第７号（池内事務局長より説明）
開会：定数18名中、出席15名。本会議が成立してい

る旨の報告をした。

議　事
議案第１号　会員入会の承認及び会員の動向について［承認］
Ｒ６年８月１日～Ｒ６年10月31日現在入会者名簿

（正会員３人、準会員３人、賛助会員２社）
会長より本会賛助会員の掘り起こしの協力依頼があった。
■議長より、会員入会の承認について理事に諮ったとこ
ろ、異議なく承認された。

議案第２号　災害対策委員会の設置について［議決］　
前回の理事会に於いて設置承諾されていた災害対策委
員会の構成委員（案）、委員会規程改正（案）及び同委員
会規程（案）が示された。

（説明概要）
・委員会設置の経緯は、連合会から連合会の災害対策
委員会と対をなす委員会の設置を求められたことが
発端である。

・委員会の主目的は平時における減災対策と有事にお
ける活動である。

■議長より、構成委員（案）、委員会規程改正（案）及び同
委員会規程（案）について理事に諮ったところ、何れも
原案どおり議決された。

議案第３号　愛媛県建築士会まちづくり活動部会地域リ
　　　　　　ーダーの変更について［承認］
前回理事会に於いて議決された、まちづくり活動部会
地域リーダーについて氏名の錯誤を理由とする変更が
報告された。　和田 崇　→　和田 卓巳

■議長より、理事に諮ったところ異議なく承認された。

▲オールスターズチーム
▲避難警戒レベル

▲伊予高３年Ｓチーム

▲結果発表

　ペンが進むチームメイトに焦りつつ、鉄板の「住宅の
耐震化」や「食料・水の確保」の他に「外国人への対応
と情報発信」との項目もあり、私には閃かないグローバ
ルな発想に、若者感覚を目の当たりにしました。
　バラバラだった個々の項目を、分類別・因果関係を整
理して行くと徐々に意見交換が活発になり、取り組むべ
きことが明確になり、分類毎の方向性が見えてきました。
　各チームで結果発表をし、二神先生から感想と総括を
頂き２時間のセミナー＆ワークショップを終えました。 

　学生にセミナーに参加しての感想を頂きました。その
一部を紹介します。
　「防災を考え、共有する事で自分に無かった考えを知り、
自分や行政・地域等いろいろな立場で、災害が起こった
際に被害を減らす工夫が見つかった。それを知るだけで
なく行動する事で被害を減らせると思うので、今後は積
極的に行動したいと思う。」
　最後に講師をして頂いた二神先生、生徒をご指導頂い
た空野先生･新田先生、企画･会場準備を頂いた役場職員
の皆様、ご協力頂いた皆様に心からお礼申し上げます。

議案第４号　会長、副会長、常務理事の職務執行状況報
告等について［報告］

会長、副会長、常務理事の職務執行状況及び、前年同
期と比較しての予算執行額の説明を行った。

（説明概要）
・第２回理事会で決定した、総会資料の電子提供のた
めの準備として、本会ＨＰに会員専用の入口を設置
する。

・木耐震技術者派遣の件数増加や耐震関連講習の受講
者増加により、受託費や講習会収入が前年に比べて
増加した。

・公益目的事業費の比率は約69％である。
議案第５号　銀行借入金の償還状況について［報告］
今年度の利子及び償還金の返済を行った旨の報告が
あった。

議案第６号　令和６年度会費の納入状況について［報告］
未納者22名が報告され、支部に対して督促依頼があった。
議案第７号　令和６年度建築甲子園の審査結果について

［報告］　
応募作品が１点であったこと、連合会の審査スケジュー
ルの報告があった。

［その他報告］
■建築士会案内・入会パンフレット（仮称）の作成について
青年委員会より次回理事会で内容を提案する方針が示
され、女性委員会、文化財・まちづくり委員会への記
載内容について協力依頼があった。
理事からの意見として、入会申込みはＱＲコード、ター
ゲットを絞る（建築士ｏｒ一般）、内容更新の頻度を考
慮する等の提案があった。

■伊予銀行本店の見学について
令和７年ＧＷ明けの５月に、定員30名程度で計画して
いる。主催は建築士会、建築他団体にも案内する。
■市町空家対策連絡協議会について
松山支部より松山市空家対策連絡協議会に出席した報
告があった。他の市町においても同様の協議会がある
ものと想定しているので、支部において対応をお願い
する。

　以上、議案の審議等を16時20分に終了した。
●詳細については、本会事務局へお問合せください。

区分
正
準
賛助
合計

四国中央
94
7
‐
101

新居浜
69
17
‐
86

西条
101
19
‐
120

今治
116
14
‐
130

松山
491
113
‐
604

伊予
72
6
‐
78

大洲
57
10
‐
67

八幡浜
48
17
‐
65

西予
30
2
‐
32

宇和島
109
11
‐
120

本会
-
-
60
60

合計
1,187
216
60
1,463

会員の動向（令和６年10月31日現在）

支部

松山

伊予
大洲

賛助

氏　名
佐藤　英治
石田　拓海
久保　貴義
上田　淳司

氏　名
大工園幸郎
吉田　英樹

資格
正
準
正
準

資格
正
準

前原工業㈱

㈱マルキン松山

伊予郡松前町北川原塩屋
1108－1
松山市新浜町1－6

媛県建築士会の魅力を発信するコンテンツとして生まれ
変わります。
　新コンテンツの『建築ヒストリー』は各支部の役員の
皆さまに発信していただき、建築や建築士会の活動が素
晴らしく、楽しいものだとより多くの方々に知って頂く
ためのものです。
　支部から支部へのバトンリレーになりますが、全支部
長のお力を存分にお借りしながら、また新しい形で「けん
ちくの輪」の精神を受け継いでいきたいと思っています。
　今後も皆様との繋がりを広報誌で広げていきたい。そ
んな思いで、広報委員会は活動しています。

　毎号会員の皆様にご協力いただきながら、掲載を続け
て来た「けんちくの輪」が、残念ながら今回は原稿が間
に合わず休載という形となってしまいました。
　これまではリレー形式で繋げてきたコンテンツですが、
入会してから日が浅い方々にとっては、次を見つけるの
が難しいから書くのが怖い…！というお声もちょっぴり
聞こえて来たことも踏まえて、今後は方向性を変えて愛

情報・広報委員会よりお知らせ情報・広報委員会よりお知らせ情報・広報委員会よりお知らせ
新コンテンツ

「「建築ヒストリー建築ヒストリー」スタートしま」スタートしますす！！「「建築ヒストリー建築ヒストリー」スタートしま」スタートしますす！！「建築ヒストリー」スタートします！「建築ヒストリー」スタートします！
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代表取締役　横田　　郁

〒791-8015 愛媛県松山市中央一丁目9番20号
TEL089-922-4181　FAX089-923-3843

 木野内化成産業 株式会社
取締役社長　篠崎　　孝

〒790-0052 愛媛県松山市竹原町1丁目5-5
TEL089-941-9242　FAX089-932-7212

http://kinoutikasei.co.jp

スタイロフォーム、各種断熱材

総合資格学院　松山校
支店長　山下　健司

人を築く。未来を築く。

〒790-0003　愛媛県松山市三番町7-13-13ミツネビルディング7F
TEL089-947-2611　FAX089-947-2622

https://www.shikaku.co.jp/school/chugoku-shikoku/matsuyama/

興陽商事 株式会社
代表取締役　佐々木　敬史

－くらしを謳歌するコウヨウ―

〒799-0101　愛媛県四国中央市川之江町1655番地3
TEL0896-58-5298　FAX0896-58-7345

https://1-koyo.com

国土交通大臣Hグレード認定工場

〒791-3131　愛媛県伊予郡松前町北川原1108-1
TEL089-984-7757　FAX089-984-7759

https://maehara-kougyou.com/

有限会社　福田瓦工業
代表取締役　福田　大輔

〒791-8041 愛媛県松山市北吉田町1022番地1
TEL089-968-6118　FAX089-968-6119

https://fukuda-kawara.co.jp

創業40余年の信頼と実績

〒790-0934 愛媛県松山市居相4-22-18
TEL089-956-2888 FAX089-956-2889
https://www.ninomiyakoumuten.com

株式会社 二宮工務店
取締役松山支社長　二宮　広明

一般社団法人 愛媛県中小建築業協会
会　長　佐々木　敬史

〒790-0878 愛媛県松山市勝山町2丁目3-1
TEL089-943-5525　FAX089-943-5545  

https://hime-ken.com

代表取締役社長　酒井　才次

〒799-3111　愛媛県伊予市下吾川1873番地
TEL089-982-8810　FAX089-982-8815

http://www.daiyaalumi.co.jp

ダイヤアルミ　株式会社

代表取締役　尾藤　淳一

〒799-0101　四国中央市川之江町2250
TEL0896-58-2426　FAX0896-57-1563

https://bitoh.co.jp

〒764-0017　香川県仲多度郡多度津町西港町42
TEL0877-58-5211　FAX050-3606-6318

https://kenzai.shikoku.co.jp

四国化成建材株式会社
西日本営業部　四国支店

代表取締役社長　前原　進一

愛媛県しろあり対策協会
会　長　友清　重孝

〒791-8001 愛媛県松山市平田町502番地
TEL089-979-6692　FAX089-979-6692

http://hakutaishikoku.com

〒791-1113 愛媛県松山市森松町147-1
ＴＥＬ089-970-6814
ＦＡＸ089-970-6815

代表取締役　小泉　啓典

「安心と信頼」の地盤づくり

人を育て、企業を育て、社会に貢献します。

トス愛媛　株式会社

〒790-0925 愛媛県松山市鷹子町442番地1
TEL089-955-7733　FAX089-955-7734

代表取締役社長　村上　裕城

河原デザイン・アート専門学校

〒７９０-０００２　愛媛県松山市二番町１-１２-２
TEL０８９-９３１-９１１１　FAX０８９-９４６-００７４

https://idea.kawahara.ac.jp

校長　白石　隆保

学校法人
河原学園

県内唯一建築を学べる2年制～4年制の学校

改正法の建築士サポートセンターを開設中

代表取締役社長　岸之上　憲一

〒780-0033 高知県高知市西秦泉寺435番地1
TEL088-822-2222　FAX088-822-5833

https://www.kishinoue.co.jp

株式会社　岸之上工務店

代表取締役社長　赤岡　泰光
〒799-1342 愛媛県西条市大新田94

TEL0898-64-2421　FAX0898-64-4034
https://www.fujiwara-chemical.co.jp

美しさとやすらぎを創造する…
有限会社　山口鉄筋

〒791-8044 愛媛県松山市西垣生町350-1
TEL089-973-4031　FAX089-973-4036
https://www.yamaguchitekkin.com

代表取締役　山口　勇人

友清白蟻株式
会社
代表取締役　山辺　利成

〒799-2654 愛媛県松山市内宮町513番地
TEL089-978-2630　FAX089-979-6212

https://tomokiyo.co.jp

〒541-0046 大阪府大阪市中央区平野町4-6-16
TEL06-6229-9246　FAX06-6229-9247

http://www.agorabrix.co.jp

支店長　岩城　隆晴

株式
会社 国代耐火工業所

大阪支店

代表取締役　井上　竜治

〒790-0003 愛媛県松山市三番町4丁目4-7 松山建設会館3Ｆ
TEL089-931-3336　FAX089-931-3362

http://www.ehime-center.co.jp

防災のエキスパート 総合防災設備施行・点検

代表取締役　正岡　尚起
〒791-8006 愛媛県松山市安城寺町156番地
TEL089-924-3822　FAX089-924-3865

https://www.ued-s.co.jp

丸亀営業所／〒763-8510 香川県丸亀市土器町北２丁目88
TEL0877-24-5484　FAX0877-24-4950

https://www.kansai.co.jp
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代表取締役　横田　　郁

〒791-8015 愛媛県松山市中央一丁目9番20号
TEL089-922-4181　FAX089-923-3843

 木野内化成産業 株式会社
取締役社長　篠崎　　孝

〒790-0052 愛媛県松山市竹原町1丁目5-5
TEL089-941-9242　FAX089-932-7212

http://kinoutikasei.co.jp

スタイロフォーム、各種断熱材

総合資格学院　松山校
支店長　山下　健司

人を築く。未来を築く。

〒790-0003　愛媛県松山市三番町7-13-13ミツネビルディング7F
TEL089-947-2611　FAX089-947-2622

https://www.shikaku.co.jp/school/chugoku-shikoku/matsuyama/

興陽商事 株式会社
代表取締役　佐々木　敬史

－くらしを謳歌するコウヨウ―

〒799-0101　愛媛県四国中央市川之江町1655番地3
TEL0896-58-5298　FAX0896-58-7345

https://1-koyo.com

国土交通大臣Hグレード認定工場

〒791-3131　愛媛県伊予郡松前町北川原1108-1
TEL089-984-7757　FAX089-984-7759

https://maehara-kougyou.com/

有限会社　福田瓦工業
代表取締役　福田　大輔

〒791-8041 愛媛県松山市北吉田町1022番地1
TEL089-968-6118　FAX089-968-6119

https://fukuda-kawara.co.jp

創業40余年の信頼と実績

〒790-0934 愛媛県松山市居相4-22-18
TEL089-956-2888 FAX089-956-2889
https://www.ninomiyakoumuten.com

株式会社 二宮工務店
取締役松山支社長　二宮　広明

一般社団法人 愛媛県中小建築業協会
会　長　佐々木　敬史

〒790-0878 愛媛県松山市勝山町2丁目3-1
TEL089-943-5525　FAX089-943-5545  

https://hime-ken.com

代表取締役社長　酒井　才次

〒799-3111　愛媛県伊予市下吾川1873番地
TEL089-982-8810　FAX089-982-8815

http://www.daiyaalumi.co.jp

ダイヤアルミ　株式会社

代表取締役　尾藤　淳一

〒799-0101　四国中央市川之江町2250
TEL0896-58-2426　FAX0896-57-1563

https://bitoh.co.jp

〒764-0017　香川県仲多度郡多度津町西港町42
TEL0877-58-5211　FAX050-3606-6318

https://kenzai.shikoku.co.jp

四国化成建材株式会社
西日本営業部　四国支店

代表取締役社長　前原　進一

愛媛県しろあり対策協会
会　長　友清　重孝

〒791-8001 愛媛県松山市平田町502番地
TEL089-979-6692　FAX089-979-6692

http://hakutaishikoku.com

〒791-1113 愛媛県松山市森松町147-1
ＴＥＬ089-970-6814
ＦＡＸ089-970-6815

代表取締役　小泉　啓典

「安心と信頼」の地盤づくり

人を育て、企業を育て、社会に貢献します。

トス愛媛　株式会社

〒790-0925 愛媛県松山市鷹子町442番地1
TEL089-955-7733　FAX089-955-7734

代表取締役社長　村上　裕城

河原デザイン・アート専門学校

〒７９０-０００２　愛媛県松山市二番町１-１２-２
TEL０８９-９３１-９１１１　FAX０８９-９４６-００７４

https://idea.kawahara.ac.jp

校長　白石　隆保

学校法人
河原学園

県内唯一建築を学べる2年制～4年制の学校

改正法の建築士サポートセンターを開設中

代表取締役社長　岸之上　憲一

〒780-0033 高知県高知市西秦泉寺435番地1
TEL088-822-2222　FAX088-822-5833

https://www.kishinoue.co.jp

株式会社　岸之上工務店

代表取締役社長　赤岡　泰光
〒799-1342 愛媛県西条市大新田94

TEL0898-64-2421　FAX0898-64-4034
https://www.fujiwara-chemical.co.jp

美しさとやすらぎを創造する…
有限会社　山口鉄筋

〒791-8044 愛媛県松山市西垣生町350-1
TEL089-973-4031　FAX089-973-4036
https://www.yamaguchitekkin.com

代表取締役　山口　勇人

友清白蟻株式
会社
代表取締役　山辺　利成

〒799-2654 愛媛県松山市内宮町513番地
TEL089-978-2630　FAX089-979-6212

https://tomokiyo.co.jp

〒541-0046 大阪府大阪市中央区平野町4-6-16
TEL06-6229-9246　FAX06-6229-9247

http://www.agorabrix.co.jp

支店長　岩城　隆晴

株式
会社 国代耐火工業所

大阪支店

代表取締役　井上　竜治

〒790-0003 愛媛県松山市三番町4丁目4-7 松山建設会館3Ｆ
TEL089-931-3336　FAX089-931-3362

http://www.ehime-center.co.jp

防災のエキスパート 総合防災設備施行・点検

代表取締役　正岡　尚起
〒791-8006 愛媛県松山市安城寺町156番地
TEL089-924-3822　FAX089-924-3865

https://www.ued-s.co.jp

丸亀営業所／〒763-8510 香川県丸亀市土器町北２丁目88
TEL0877-24-5484　FAX0877-24-4950

https://www.kansai.co.jp



謹賀新年　2025年

29

〒791-1114 愛媛県松山市井門町190番地1
TEL089-956-2295　FAX089-956-2240

https://kaidaee.com

有限会社　石丸ガス商会

〒790-0004 愛媛県松山市大街道3丁目2番地41
TEL089-921-2505　FAX089-921-2405

代表取締役　石丸　泰弘

株式会社 宮田建設
代表取締役　奥田　賢司

〒798-0004 愛媛県宇和島市朝日町4-3-25
TEL0895-22-1567　FAX0895-25-0009

http://miyata-kensetsu.jp

自然を生かし未来へ繋ぐ

空調設備・給排水衛生設備・エレベーター

代表取締役　代表取締役　明関　一博明関　一博代表取締役　明関　一博

〒790-091〒790-09133 愛媛県松山市畑寺３丁目11-31愛媛県松山市畑寺３丁目11-31
TETELL 089-946-1141　FA089-946-1141　FAXX 089-932-8499089-932-8499

http;//kissjp.comhttp;//kissjp.com

〒790-0913 愛媛県松山市畑寺３丁目11-31
TEL 089-946-1141　FAX 089-932-8499

http;//kissjp.com

代表取締役　佐々木　隆司

〒791-1102 愛媛県松山市来住町14-4
TEL089-975-3309　FAX089-975-3310

http://www.hassho.net

今治・松山・宇和島・大洲・西条・四国中央・多度津
TEL0898-32-5000㈹　FAX0898-31-5513

代表取締役　大野　晶平
〒790-0062 愛媛県松山市南江戸1丁目2番2号
TEL089-931-8268　FAX089-933-9274

http://www.matsugou.jp

松山支店　支店長　西川　達倫
〒790-0003　松山市三番町7-1-21

ジブラルタ生命松山ビル3Ｆ
TEL089-913-6311　FAX089-913-6353

https://www.j-eri.co.jp

松山支店は昨年開設20周年を迎えました。

日本ERI株式会社

代表取締役社長　大亀　裕貴
〒791-8022 愛媛県松山市美沢1-9-1

TEL.089-927-2222　FAX.089-927-3335　https:www.daiki-axis.com/

環境を守る。未来を変える。



30編集後記

　公益社団法人として、異業種や全ての皆様から建築士会の枠を超えて原稿を広く募集して広く購買して頂く
ようにしています。是非、寄稿して頂きますようお願い致します。本年度は年６回発行となります。
（尚、営業的色彩の濃いものにつきましては、掲載されない場合もありますので、ご了承ください。）

「いしづち」の次号の原稿締切日
　　　令和７年　３月号（163号）　令和７年１月23日（木）

※校正印刷の関係で締切延長の最終期限は一週間後の木曜日とします。
※１ページ写真込みで2150文字（25文字×43行×横2段）のWORD様式を事務局で用意していますので
ご活用ください。
写真は１ページ当たり３枚程度まで題名を付けて添付してください。
また宜しければ投稿者の写真（免許写真程度の顔写真）を添付してください。
会員の皆様のご参加をお待ちしております。また記事等についてのご意見・ご感想もお寄せください。
（尚、投稿された原稿につきましては、要旨を変えない程度の若干の訂正等を加えることがあるかもしれませ
んので予めご了承ください。）
この誌面を通じて、会員の方々、そして一般の方々にまで、建築についての対話等の輪が広がればと願って
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報・広報委員会

　皆さんは、岡本太郎がデザインした太陽の塔に入れることをご存知でしょうか。
　芸術家の岡本太郎がデザインし、丹下健三が陰で支えた太陽の塔は、1970（昭和45）年の大阪万国博覧会開
催時にシンボルゾーンであったテーマ館の一部として造られました。その後、「工作物」として保存され、構造・
安全上の点から人が入ることができなかった太陽の塔を、１年以上の改修工事を終えて、常時観覧できる「建築
物」へと2018年３月19日から蘇らせました。
　私はそんな前情報も知らずに太陽の塔に入って参りました。どの様に建築物へと改修したのでしょうか。
１．安全性確保のために
　耐震性能が不足していた塔は、腕より下は内側に鉄筋コンクリートの壁200ｍｍの増打ち補強を行いました。
腕より上部は補強箇所が内外から一切分からないよう鉄骨補強を行い、塔内最上部のホリゾントの裏に隠しな
がら、万博当時の空間演出と耐震補強を両立させました。ホリゾント上部には機械排煙機を見えない位置に据
え、全館避難安全検証法により密閉空間での火災に対しての安全性を確保していました。
２．内部を観覧する人のために・外から眺める人のために
　膨大な入場者を処理するため、生命の樹（40ｍ）の展示物を見ながら登るため、万博当時はエスカレーター
が設けられていましたが、階段に付け替えることで、思い思いの時間の中で鑑賞が可能な計画としていました。
耐震補強を行った後、壁面の拡散版と生命の樹の展示物を復元し、万博当時の空間を再現しています。右腕部
の既設エスカレーターは撤去し、むき出しの鉄骨フレームを展示物として見せ、ライトアップしカッコ良く演
出されていました。また、壁添いの螺旋階段や交差して架かる４つの階段を８の字を描くように設置していま
す。この交差するブリッジもカッコ良く演出されていました。
　唐突ですが、太陽の塔には４つの太陽の顔があるのをご存知でしょうか。
　私は正面にある２つの顔、頂部の「黄金の顔」、胴の「太陽の顔」までは知っていたのですが、背中の「黒い太
陽」があったことに驚かされ、さらに地下にもう１つ金色の「地底の太陽」があることに、もっと驚かされました。
　いつもながら、前情報もなく、たまたま訪れた太陽の塔、行動することで新しい発見があり感動が生まれます。

あなたの原稿をお待ちしています。

「いしづち」に関するご意見・ご提案などをお寄せください。お待ちしています。
「いしづち」編集委員会（士会事務局内）宛　FAX　089－948－0061読者の声欄
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